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学校法人 稲置学園
金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町丑10番地1
℡076-253-3924（代表）
（大　学）http:/www.seiryo-u.ac.jp/u/
（短大部）http:/www.seiryo-u.ac.jp/c/

星稜高等学校・星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206番地
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27番地
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6丁目17番30号
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

金沢星稜大学
10

12

1

通常講義日（創立記念日）
通常講義日（体育の日　振替日）
流星祭
一斉補講日
通常講義日（勤労感謝の日　振替日）
一斉補講日
経済学部：卒業研究発表会
人間科学部：フィールド成果報告会
通常講義日（天皇誕生日　振替日）
全館休館
休業日（11/23授業分）
休業日（12/23授業分）
授業再開

～11月1日（日）
・21日（土）

・19日（土）

～1月4日（月）

星稜高等学校
10 5日（月）

6日（火）
11日（日）
13日（火）
20日（火）

1日（火）
2日（水）
7日（月）
14日（月）
15日（火）
16日（水）
16日（水）
18日（金）

7日(木)
9日(土)
13日(水)
14日(木)
15日(金)
16日(土)
18日（月）

～9日（金）

～4日（金）
～5日（土）

・15日（火）

・17日（木）

・17日（日）

創立記念日
中間試験
ヒストリカルツアー
追試
進路研究（1・2年、3年P）
教育ウィーク（学校・授業公開）

1年期末試験

2,3年期末試験
1年修学旅行
追試
体育大会
保護者懇談会（3年）
保護者懇談会
再試
終業式・全国大会激励会

補充・補習授業

始業式
推薦入試
推薦入試合格発表
大学入試センター試験受験者激励会
大学入試センター試験受験者下見
大学入試センター試験
大学入試センター試験自己採点
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星稜中学校
10 5日（月）

6日（火）
14日（水）
15日（木）
20日（火）
21日（水）
27日（火）

14日（土）
1日（火）
5日（土）
15日（火）
16日（水）
18日（金）

7日(木)
17日(日)
20日(水)

・7日（水）

・16日（金）
～22日（木）
・22日（木）

・2日（水）

・17日（木）

創立記念日
中間試験
運動会
運動会予備日
2年修学旅行
1,3年体験学習
3年補充（～1/22）
教育ウィーク（学校・授業公開）
学校見学会
期末試験
体育大会
講演会
保護者懇談会
終業式
補充授業
始業式
入学試験
合格発表
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金沢星稜大学附属星稜幼稚園
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11
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平成28年度入園願書受付開始
創立記念日
遠足（年中）
キッズサッカー
遠足（年少）
玉川こども図書館出張保育
キッズサッカー
親子オリエンテーリング
観劇
ABCランド
誕生会参観
キッズサッカー
とらいランド（つき参観）
寺井先生のなんでも相談室
とらいランド（ほし参観）
誕生会参観
ABCランド
星稜子育てステーション
寺井先生のなんでも相談室
玉川こども図書館出張保育
表現あそびの会
避難訓練（不審者）
とらいランド　　　
ABCランド（ほし参観）
もちつき
星稜子育てステーション
ABCランド（つき参観）
誕生会参観
玉川こども図書館出張保育
クリスマス会
終業式

  1日（木）
5日（月）
6日（火）
8日（木）
9日（金）
14日（水）
15日（木）
17日（土）
19日（月）
20日（火）
21日（水）
22日（木）
26日（月）

　28日（水）
2日（月）
5日（木）
10日（火）
12日（木）
18日（水）
25日（水）
26日（木）
3日（木）
7日（月）
8日（火）
10日（木）
11日（金）
15日（火）
16日（水）
17日（木）
18日（金）
24日（木）

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
10

12

11

平成28年度入園願書受付開始、いもほり（ばら・つき）
とらいランド、子育て広場（ひまわり）
創立記念日
ABCランド、子育て広場（さくらんぼ）
キッズサッカー（年長）
いもほり（すみれ・ほし）
キッズサッカー（年中・年少）、子育て広場（ひまわり）
ABCランド、子育て広場（さくらんぼ）
キッズサッカー（年長・年中）
遠足（年長）
子育て広場（ひまわり）、いもほり予備日
遠足（年少・いちご）
キッズサッカー（年長・年中）、年長参観
遠足（年中）
子育て広場（ひまわり）
誕生会参観
ABCランド、子育て広場（さくらんぼ）
遠足予備日、子ども相談
キッズサッカー（年長・年少）、年少参観
キッズサッカー（年長・年中）、年中参観
子育て広場（ひまわり）
親子活動（年少組）
避難訓練
子育て広場（さくらんぼ）
子ども相談
子育て広場（ひまわり）
誕生会参観
子育て広場（さくらんぼ）
子育て広場（ひまわり）
子育て広場（さくらんぼ）
表現あそびの会
表現あそびの会
ABCランド、子育て広場（さくらんぼ）
子ども相談
とらいランド、つきぐみ参観
キッズクラブ
子育て広場（さくらんぼ）
とらいランド、ほしぐみ参観
誕生会参観
子育て広場（さくらんぼ）
ハローサンタの会
子育て広場（ひまわり）
同窓会
子育て広場（さくらんぼ）
終業式

1日（木）
2日（金）
5日（月）
6日（火）
7日（水）
8日（木）
9日（金）
13日（火）
14日（水）
15日（木）
16日（金）
19日（月）
20日（火）
22日（木）
23日（金）
26日（月）
27日（火）
29日（木）
30日（金）
2日（月）
6日（金）
7日（土）
9日（月）
10日（火）
12日（木）
13日（金）
16日（月）
17日（火）
20日（金）
24日（火）
26日（木）
27日（金）
1日（火）
3日（木）
4日（金）
5日（土）
8日（火）
11日（金）
14日（月）
15日（火）
17日（木）
18日（金）
19日（土）
22日（火）
24日（木）
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金沢星稜大学女子短期大学部
5日（月）
12日（月・祝）
30日（金）
14日（土）
23日（月・祝）
5日（土）
23日（水・祝）
28日（月）
5日（火）
6日（水）
8日（金）

通常講義日（創立記念日）
通常講義日（体育の日　振替日）
流星祭
一斉補講日
通常講義日（勤労感謝の日　振替日）
一斉補講日
通常講義日（天皇誕生日　振替日）
全館休館
休業日（11/23授業分）
休業日（12/23授業分）
授業再開

～11月1日（日）
・21日（土）

・19日（土）

～1月4日（月）

5日（月）
12日（月・祝）
30日（金）
14日（土）
23日（月・祝）
5日（土）

17日（木）

23日（水・祝）
28日（月）
5日（火）
6日（水）
8日（金）

「スポーツの秋」、「食欲の秋」、そして「読書の秋」です。忙しい毎日の中で、読書にまと
まった時間をさくのは難しいものです。星稜中学校・高等学校では、毎日朝礼前に10分
間読書をしています。毎日、短い時間読書をしてみるのはどうでしょうか。まずは、書店
や図書館で興味を引く1冊を探してみましょう。

　星稜中学校・高等学校　事務室　大野勝敏

あとがき

誠実にして社会に役立つ人間の育成

・27日（金）

海外を、英
語を体験!

学園設置校
のグローバ

ル教育

19日（土）・21日（月）・22日（火）
24日（木）・25日（金）

2日（月）・4日（水）～6日（金）

2日（月）・4日（水）～6日（金）

18日（金）・19日（土）・21日（月）

25日（水）～27日（金）
30日（月）・12月1日（火）
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人文学部国際文化学科 開設!
　
新
し
く
設
置
さ
れ
る
人
文
学
部
国
際
文
化
学
科

は
、英
語
運
用
能
力
を
鍛
え
、日
本
を
含
む
世
界
の

文
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
学
科
で
、比
較
文
化
学

系
、観
光
学
系
、英
語
学
系
と
い
う
3
つ
の
専
門
領

域
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
学
部
学
科
の
特
徴
は
大
き
く
5
つ
あ
り
ま
す
。

第
1
に
、入
学
後
、英
語
運
用
能
力
試
験
と
し
て
国

際
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
I
E
L
T
S
の
基
準
に

従
っ
て
習
熟
度
別
に
英
語
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ

と
。第
2
に
、学
生
全
員
が
1
年
次
の
後
半
か
ら
随

時
、海
外
の
提
携
校
に
数
ヶ
月
間
留
学
し
て
異
な

る
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
。第
3
に
帰
国
後
、主
要

な
専
門
科
目
は
英
語
で
授
業
を
行
う
と
い
う
こ

と
。第
4
に
、将
来
の
職
業
を
見
据
え
て
C
D
P

（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
）を
整
え
、ど
の
専
門
領
域
の
学
生
で
も
中
学
・

高
校
の
英
語
教
員
の
資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

教
職
課
程
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
こ
と
。第
5
に
、

1
年
を
4
つ
の
学
期
に
分
け
る
ク
ォ
ー
タ
ー
制
を

採
用
す
る
こ
と
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、海
外
と
の
交

流
が
し
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、同
一
科
目
の

授
業
を
週
2
回
行
い
ま
す
の
で
学
習
の
密
度
が
高

ま
り
、学
力
の
定
着
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
留
学
時
期
を
2・3
年
次
に
設
定
し
て
い
る
大
学

が
多
い
中
、「
1
年
次
の
後
半
か
ら
随
時
」と
し
て
い

る
本
学
は
確
か
に
早
期
だ
と
言
え
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
に
は
2
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。ひ
と
つ
は
、

英
語
学
力
養
成
の
観
点
で
す
。短
期
集
中
の
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム（
E
S
P
）に
よ
り
I
E
L
T
S
6.
0
と

い
う
目
標
に
向
か
っ
て
学
生
は
英
語
力
を
鍛
え
ま

す
が
、あ
る
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
ら
、時
間
を

空
け
ず
、学
習
環
境
の
異
な
る
海
外
に
留
学
し
て

実
践
的
な
ス
キ
ル
の
訓
練
に
励
み
ま
す
。こ
れ
が
、

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
速
や
か
に
高

め
る
と
同
時
に
、次
の
課
題
を
発
見
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、海
外
で
生
活
を
体
験
す
る
こ
と

の
意
義
で
す
。数
ヶ
月
間
の
留
学
は
、そ
れ
自
体
貴

重
な
異
文
化
体
験
で
す
が
、帰
国
後
、日
本
の
生
活

様
式
を
異
な
る
視
点
か
ら
見
直
す
た
め
の
重
要
な

手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。3・4
年
次
の
専
門
課
程

で
は
、学
生
同
士
が
互
い
の
海
外
経
験
を
学
び
合

い
、新
た
な
知
識
の
力
を
得
て
、日
本
を
含
む
世
界

の
文
化
の
考
察
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
理
由
は
3
つ
あ
り
ま
す
が
、そ
こ
に
は
英
語

力
を
伸
ば
す
と
い
う
目
的
の
ほ
か
、人
間
の
言
語
と

思
考
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
第
1
の
理
由
で
す
が
、英
語
運
用
の
機
会
を

で
き
る
だ
け
多
く
提
供
す
る
た
め
で
す
。授
業
に
は

グ
ル
ー
プ
学
習
に
よ
る
話
し
合
い
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
ま
す
。各
グ
ル
ー
プ
は
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、各
自
の
経
験
や
知
識
に
基
づ
い
て
英
語

で
話
し
合
い
ま
す
。

　
第
2
の
理
由
は
、日
常
会
話
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら

ず
、専
門
的
な
内
容
に
つ
い
て
も
英
語
で
意
見
交
換

で
き
る
語
学
力
を
養
う
た
め
で
す
。

　
第
3
の
理
由
は
、自
律
的
な
思
考
を
養
成
す
る

た
め
で
す
。母
語
で
あ
る
日
本
語
と
外
国
語
で
あ

る
英
語
を
使
う
と
き
は
、当
然
な
が
ら
物
事
の
見

方
や
思
考
の
立
て
方
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、学
生
に
は
受
講
前
に
英
語
の
文
献
に
目

を
通
し
て
お
く
こ
と
を
求
め
、同
時
に
日
本
語
の

推
薦
図
書
も
読
ん
で
も
ら
い
ま
す
。授
業
で
は
、日

本
語
と
英
語
の
間
を
何
度
も
往
復
す
る
こ
と
に
な

り
、思
考
や
言
語
の
枠
組
み
と
形
式
の
違
い
を
意

識
し
な
が
ら
意
見
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。こ
う

し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
力
を
上
げ
る
と
と
も
に
、

英
語
は
も
ち
ろ
ん
、日
本
語
で
も
い
か
に
自
分
の

考
え
を
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
必
要
が
あ

る
か
を
絶
え
ず
自
覚
す
る
わ
け
で
す
。

　
海
外
留
学
と
専
門
科
目
の
履
修
を
通
じ
て
、世

界
の
様
々
な
国
の
独
自
の
生
活
様
式
や
精
神
文
化

に
つ
い
て
学
ぶ
の
が
、人
文
学
部
で
す
。し
か
し
、

こ
の
学
び
は
本
質
的
に
日
本
文
化
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。「
金
沢
文
化
演

習
」「
能
登
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
演
習
」と
い
っ
た
専

門
科
目
を
用
意
し
て
い
る
の
は
、こ
の
た
め
で
す
。

日
本
文
化
、地
元
北
陸
の
暮
ら
し
を
別
の
視
点
か
ら

捉
え
直
し
て
新
た
な
価
値
を
見
出
し
て
い
く
こ
と

が
、本
学
部
の
も
う
ひ
と
つ
の
ゴ
ー
ル
な
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、卒
業
後
の
進
路
と
し
て
は
、例
え

ば
海
外
と
取
引
の
あ
る
民
間
企
業
の
社
員
、各
地

域
の
自
治
体
や
法
人
の
職
員
、英
語
教
員
な
ど
、実

践
的
な
英
語
力
や
地
域
の
文
化
・
世
界
の
文
化
に

関
す
る
知
見
を
も
と
に
活
躍
で
き
る
職
業
を
想
定

し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、本
学
部
で
培
う
こ
と
に

な
る
、異
な
る
価
値
観
を
持
つ
相
手
と
の
意
思
の

疎
通
を
は
か
る
言
語
力
、物
事
を
多
面
的
に
捉
え

て
本
質
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
洞
察
力
、課
題
を

見
つ
け
て
解
決
に
向
か
う
行
動
力
が
あ
れ
ば
、ど

の
よ
う
な
職
業
に
就
い
て
も
新
た
な
人
生
の
局
面

を
切
り
開
い
て
い
け
る
は
ず
で
す
。

平
成
28
年
度
、金
沢
星
稜
大
学
に
新
学
部「
人
文
学
部
国
際
文
化
学
科
」が
設
置
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
む
こ
の
新
学
部
に
つ
い
て
、川
村

義
治
学
部
長
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

ま
ず
、金
沢
星
稜
大
学
の

人
文
学
部
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

な
ぜ
、学
生
を
早
期
に

留
学
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

学
生
に
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
や
、

想
定
す
る
進
路
は
あ
り
ま
す
か
。

専
門
科
目
の
授
業
を
英
語
で
行
う

理
由
は
な
ん
で
す
か
。
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人文学部国際文化学科 開設!
　
新
し
く
設
置
さ
れ
る
人
文
学
部
国
際
文
化
学
科

は
、英
語
運
用
能
力
を
鍛
え
、日
本
を
含
む
世
界
の

文
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
学
科
で
、比
較
文
化
学

系
、観
光
学
系
、英
語
学
系
と
い
う
3
つ
の
専
門
領

域
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
学
部
学
科
の
特
徴
は
大
き
く
5
つ
あ
り
ま
す
。

第
1
に
、入
学
後
、英
語
運
用
能
力
試
験
と
し
て
国

際
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
I
E
L
T
S
の
基
準
に

従
っ
て
習
熟
度
別
に
英
語
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ

と
。第
2
に
、学
生
全
員
が
1
年
次
の
後
半
か
ら
随

時
、海
外
の
提
携
校
に
数
ヶ
月
間
留
学
し
て
異
な

る
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
。第
3
に
帰
国
後
、主
要

な
専
門
科
目
は
英
語
で
授
業
を
行
う
と
い
う
こ

と
。第
4
に
、将
来
の
職
業
を
見
据
え
て
C
D
P

（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
）を
整
え
、ど
の
専
門
領
域
の
学
生
で
も
中
学
・

高
校
の
英
語
教
員
の
資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

教
職
課
程
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
こ
と
。第
5
に
、

1
年
を
4
つ
の
学
期
に
分
け
る
ク
ォ
ー
タ
ー
制
を

採
用
す
る
こ
と
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、海
外
と
の
交

流
が
し
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、同
一
科
目
の

授
業
を
週
2
回
行
い
ま
す
の
で
学
習
の
密
度
が
高

ま
り
、学
力
の
定
着
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
留
学
時
期
を
2・3
年
次
に
設
定
し
て
い
る
大
学

が
多
い
中
、「
1
年
次
の
後
半
か
ら
随
時
」と
し
て
い

る
本
学
は
確
か
に
早
期
だ
と
言
え
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
に
は
2
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。ひ
と
つ
は
、

英
語
学
力
養
成
の
観
点
で
す
。短
期
集
中
の
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム（
E
S
P
）に
よ
り
I
E
L
T
S
6.
0
と

い
う
目
標
に
向
か
っ
て
学
生
は
英
語
力
を
鍛
え
ま

す
が
、あ
る
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
ら
、時
間
を

空
け
ず
、学
習
環
境
の
異
な
る
海
外
に
留
学
し
て

実
践
的
な
ス
キ
ル
の
訓
練
に
励
み
ま
す
。こ
れ
が
、

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
速
や
か
に
高

め
る
と
同
時
に
、次
の
課
題
を
発
見
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、海
外
で
生
活
を
体
験
す
る
こ
と

の
意
義
で
す
。数
ヶ
月
間
の
留
学
は
、そ
れ
自
体
貴

重
な
異
文
化
体
験
で
す
が
、帰
国
後
、日
本
の
生
活

様
式
を
異
な
る
視
点
か
ら
見
直
す
た
め
の
重
要
な

手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。3・4
年
次
の
専
門
課
程

で
は
、学
生
同
士
が
互
い
の
海
外
経
験
を
学
び
合

い
、新
た
な
知
識
の
力
を
得
て
、日
本
を
含
む
世
界

の
文
化
の
考
察
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
理
由
は
3
つ
あ
り
ま
す
が
、そ
こ
に
は
英
語

力
を
伸
ば
す
と
い
う
目
的
の
ほ
か
、人
間
の
言
語
と

思
考
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
第
1
の
理
由
で
す
が
、英
語
運
用
の
機
会
を

で
き
る
だ
け
多
く
提
供
す
る
た
め
で
す
。授
業
に
は

グ
ル
ー
プ
学
習
に
よ
る
話
し
合
い
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
ま
す
。各
グ
ル
ー
プ
は
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、各
自
の
経
験
や
知
識
に
基
づ
い
て
英
語

で
話
し
合
い
ま
す
。

　
第
2
の
理
由
は
、日
常
会
話
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら

ず
、専
門
的
な
内
容
に
つ
い
て
も
英
語
で
意
見
交
換

で
き
る
語
学
力
を
養
う
た
め
で
す
。

　
第
3
の
理
由
は
、自
律
的
な
思
考
を
養
成
す
る

た
め
で
す
。母
語
で
あ
る
日
本
語
と
外
国
語
で
あ

る
英
語
を
使
う
と
き
は
、当
然
な
が
ら
物
事
の
見

方
や
思
考
の
立
て
方
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、学
生
に
は
受
講
前
に
英
語
の
文
献
に
目

を
通
し
て
お
く
こ
と
を
求
め
、同
時
に
日
本
語
の

推
薦
図
書
も
読
ん
で
も
ら
い
ま
す
。授
業
で
は
、日

本
語
と
英
語
の
間
を
何
度
も
往
復
す
る
こ
と
に
な

り
、思
考
や
言
語
の
枠
組
み
と
形
式
の
違
い
を
意

識
し
な
が
ら
意
見
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。こ
う

し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
力
を
上
げ
る
と
と
も
に
、

英
語
は
も
ち
ろ
ん
、日
本
語
で
も
い
か
に
自
分
の

考
え
を
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
必
要
が
あ

る
か
を
絶
え
ず
自
覚
す
る
わ
け
で
す
。

　
海
外
留
学
と
専
門
科
目
の
履
修
を
通
じ
て
、世

界
の
様
々
な
国
の
独
自
の
生
活
様
式
や
精
神
文
化

に
つ
い
て
学
ぶ
の
が
、人
文
学
部
で
す
。し
か
し
、

こ
の
学
び
は
本
質
的
に
日
本
文
化
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。「
金
沢
文
化
演

習
」「
能
登
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
演
習
」と
い
っ
た
専

門
科
目
を
用
意
し
て
い
る
の
は
、こ
の
た
め
で
す
。

日
本
文
化
、地
元
北
陸
の
暮
ら
し
を
別
の
視
点
か
ら

捉
え
直
し
て
新
た
な
価
値
を
見
出
し
て
い
く
こ
と

が
、本
学
部
の
も
う
ひ
と
つ
の
ゴ
ー
ル
な
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、卒
業
後
の
進
路
と
し
て
は
、例
え

ば
海
外
と
取
引
の
あ
る
民
間
企
業
の
社
員
、各
地

域
の
自
治
体
や
法
人
の
職
員
、英
語
教
員
な
ど
、実

践
的
な
英
語
力
や
地
域
の
文
化
・
世
界
の
文
化
に

関
す
る
知
見
を
も
と
に
活
躍
で
き
る
職
業
を
想
定

し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、本
学
部
で
培
う
こ
と
に

な
る
、異
な
る
価
値
観
を
持
つ
相
手
と
の
意
思
の

疎
通
を
は
か
る
言
語
力
、物
事
を
多
面
的
に
捉
え

て
本
質
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
洞
察
力
、課
題
を

見
つ
け
て
解
決
に
向
か
う
行
動
力
が
あ
れ
ば
、ど

の
よ
う
な
職
業
に
就
い
て
も
新
た
な
人
生
の
局
面

を
切
り
開
い
て
い
け
る
は
ず
で
す
。

平
成
28
年
度
、金
沢
星
稜
大
学
に
新
学
部「
人
文
学
部
国
際
文
化
学
科
」が
設
置
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
む
こ
の
新
学
部
に
つ
い
て
、川
村

義
治
学
部
長
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

ま
ず
、金
沢
星
稜
大
学
の

人
文
学
部
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

な
ぜ
、学
生
を
早
期
に

留
学
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

学
生
に
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
や
、

想
定
す
る
進
路
は
あ
り
ま
す
か
。

専
門
科
目
の
授
業
を
英
語
で
行
う

理
由
は
な
ん
で
す
か
。
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特集 星稜のグローバル教育②

金
沢
星
稜
大
学
の
海
外
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
、大
き
く
3
つ
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。1
つ
め
は
、6
〜
8
か
月

に
わ
た
り
現
地
の
大
学
で
専
門
分
野

の
講
義
を
受
け
る「
長
期
留
学
」、2

つ
め
は
春
と
夏
の
長
期
休
暇
を
利
用

し
て
4
〜
5
週
間
の
語
学
研
修
を
行

う「
語
学
研
修
」、3
つ
め
は
、海
外
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、調
査
や
研
究
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
う「
海
外
研
修
」で
す
。

本
学
が
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

初
め
て
海
外
に
学
生
を
送
り
出
し
た

の
は
2
0
1
1
年
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

へ
の
1
か
月
の
語
学
研
修
で
、参
加

者
は
わ
ず
か
10
名
で
し
た
。以
降
、社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
、ま
た

学
生
の
海
外
留
学
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

を
受
け
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
が
図

ら
れ
、現
在
で
は
大
学
・
短
大
部
を
合

わ
せ
て
年
間
1
0
0
名
以
上
の
学
生

を
海
外
へ
と
送
り
出
す
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も
春
夏
の
語
学
研
修
に
60
名

の
学
生
が
参
加
し
、ま
た
現
在
2
名

の
学
生
が
長
期
留
学
の
最
中
で
す
。

こ
の
語
学
研
修
と
長
期
留
学
に
は
、

T
O
E
I
C
や
I
E
L
T
S
と
い
っ

た
テ
ス
ト
の
点
数
に
よ
る
参
加
条
件

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の
基
準
達

成
を
目
標
に
、日
々
勉
強
に
力
を
入

れ
て
い
る
学
生
も
数
多
く
い
ま
す
。

海
外
研
修
は
、語
学
研
修
や
長
期

留
学
よ
り
も
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
、よ
り
多
く
の
学
生
に
海
外
渡
航

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
ス
タ
ー
ト

し
た
取
り
組
み
で
す
。こ
の
海
外
研
修

の
中
に
も
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用

意
さ
れ
、海
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
す
る
機
会
を
学
生
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な「
留
学
し
や
す
い
メ

ニ
ュ
ー
」を
増
や
し
た
理
由
は
、海
外

に
少
し
で
も
関
心
が
あ
れ
ば
ま
ず
は

挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
え
る
環
境
を

整
え
る
た
め
で
す
。「
海
外
な
ん
て
行

か
な
く
て
い
い
」「
英
語
が
話
せ
な
く
て

も
問
題
な
い
」と
考
え
て
い
た
学
生

も
、一
度
海
外
を
経
験
す
る
と
考
え
方

が
変
わ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
こ
か
ら
自
分
の
将
来
像
や
次
の

ス
テ
ッ
プ
も
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

海
外
留
学
の
目
的
は
、英
語
能
力

の
向
上
に
限
り
ま
せ
ん
。英
語
は
あ

く
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

で
あ
り
、そ
れ
を
使
っ
て
海
外
の
人
々

と
対
話
し
た
り
相
互
理
解
を
深
め
た

り
、ま
た
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
積

極
的
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
方
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。国
際
社
会
で

求
め
ら
れ
る
そ
の
よ
う
な
人
間
性

を
、海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
多
く
の
学
生
に
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

星
稜
高
等
学
校
で
は
、2
年
生
の

夏
休
み
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ

ス
ベ
ン
で
お
よ
そ
10
日
間
の
語
学
研

修
を
行
う「
海
外
語
学
研
修
」を
、希

望
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
10
年
以
上
前
か
ら

行
わ
れ
て
お
り
、今
年
も
19
名
の
生

徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
滞

在
中
、平
日
午
前
は
語
学
学
校
で
学

び
、午
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
外
活
動

を
行
い
ま
す
。宿
泊
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
、休
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

方
々
と
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。語
学
学
校
で
は
日
本
人
は
星
稜

高
校
の
生
徒
の
み
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
各
家
庭
に
一
人

ず
つ
と
い
う
環
境
で
約
10
日
間
を
過

ご
し
ま
す
。

こ
の
短
い
期
間
の
滞
在
で
、英
語

力
が
飛
躍
的
に
伸
び
る
か
と
言
え
ば

難
し
い
で
し
ょ
う
。こ
の
研
修
の
目

的
は
、違
う
国
の
文
化
に
触
れ
て
視

野
を
広
げ
、ま
た
日
本
や
金
沢
の
こ

と
を
英
語
で
話
し
て
み
て
、も
っ
と

英
語
を
学
び
た
い
と
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

今
年
参
加
し
た
生
徒
た
ち
の
事
後

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
も
っ
と
英
語
を

勉
強
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
か
」と
い
う
質
問
に
、全
員
が

「
そ
う
思
う
」と
答
え
ま
し
た
。生
徒

た
ち
は
、普
段
勉
強
し
て
い
る
英
語
の

文
法
や
英
単
語
が
、実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
重
要
な
も

の
だ
と
実
感
し
た
は
ず
で
す
。ま
た
、

た
と
え
英
語
が
で
き
て
も
話
す
内
容

を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も

体
験
し
た
で
し
ょ
う
。そ
の
経
験
は
、

英
語
だ
け
で
は
な
く
他
の
教
科
に
対

し
て
も
、学
ぶ
姿
勢
に
良
い
影
響
を
及

ぼ
す
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

将
来
の
進
路
選
択
で
も
、大
学
で

何
を
学
び
た
い
か
を
考
え
る
上
で
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。3
年
前
に

こ
の
海
外
語
学
研
修
に
参
加
し
た
あ

る
生
徒
は
、こ
の
語
学
研
修
を
き
っ

か
け
に
海
外
留
学
へ
の
思
い
を
強
く

し
て
外
国
語
系
へ
の
進
学
を
志
望
し

ま
し
た
。現
在
は
大
阪
大
学
外
国
語

学
部
へ
進
み
、希
望
通
り
本
格
的
な

長
期
留
学

約
8
か
月
間
、カ
ナ
ダ・イ
ギ
リ
ス・ア
メ

リ
カ
の
大
学
で
専
門
分
野
の
授
業
を
受

け
、現
地
で
取
得
し
た
単
位
は
金
沢
星
稜

大
学
の
卒
業
に
必
要
な
単
位
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
す
。I
E
L
T
S
の
試
験
で
基

準
点
以
上
獲
得
す
れ
ば
参
加
資
格
が
与

え
ら
れ
、現
地
の
授
業
料
が
給
付
さ
れ
る

支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　短期
留
学（
語
学
研
修
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
、イ
ギ
リ
ス
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
で
約
4
週
間
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ま
た
は
寮
生
活
を
し
な
が

ら
海
外
の
大
学
に
付
属
す
る
語
学
研
修

セ
ン
タ
ー
に
て
英
語
を
集
中
的
に
学
び
ま

す
。T
O
E
I
C
も
し
く
は
T
O
E
I
C
│

I
P
で
基
準
点
以
上
を
獲
得
し
た
学
生
が

参
加
可
能
で
す
。

　海外
研
修

異
文
化
理
解
の
た
め
の
学
び
や
、英
語
に

限
ら
な
い
語
学
の
習
得
、海
外
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
挑
戦
す
る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま

す
。世
界
各
国
の
提
携
校
と
連
携
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学

海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

星
稜
高
等
学
校

海
外
語
学
研
修

海
外
留
学
を
し
て
い
ま
す
。

高
校
2
年
生
と
い
う
時
期
は
、1

年
生
よ
り
も
進
路
選
択
が
現
実
的

で
、3
年
生
よ
り
も
進
路
を
決
め
る

ま
で
の
時
間
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
重
要
な
時
期
に
、ま
っ
た
く
違

う
環
境
で
の
生
活
を
経
験
す
る
こ
と

は
き
っ
と
将
来
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま

す
。本
校
の
海
外
語
学
研
修
は
、教
員

の
引
率
や
事
前
研
修
の
実
施
、留
学

専
門
旅
行
会
社
へ
の
委
託
な
ど
サ

ポ
ー
ト
も
万
全
で
す
。こ
れ
か
ら
高

校
2
年
生
と
な
る
生
徒
の
皆
さ
ん
に

は
、こ
の
制
度
と
チ
ャ
ン
ス
を
ぜ
ひ
活

用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。星稜高等学校

中田 淑子 教諭

金沢星稜大学
国際交流課
井下 桂子（右）
中道 美那（左）

金
沢
星
稜
大
学
の

海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

希
望
者
を
対
象
に
、2
年
生
の
夏
期
休

暇
を
利
用
し
て
約
10
日
間
の
海
外
語
学

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
現
地
語
学
学
校
が
行
う
授

業
・
課
外
活
動
に
参
加
し
、英
語
能
力
の

向
上
と
異
文
化
理
解
の
促
進
、ま
た
将

来
像
や
仕
事
観
を
醸
成
し
、自
発
的
に

考
え
る
力
、行
動
す
る
力
、仲
間
と
協
力

す
る
力
を
養
い
ま
す
。事
前
に
は
半
年

間
の
研
修
が
行
わ
れ
、生
活
文
化
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
準
備

を
整
え
ま
す
。参
加
を
検
討
し
て
い
る

生
徒・保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
説
明

会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

星
稜
高
等
学
校
の

海
外
語
学
研
修
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金
沢
星
稜
大
学
の
海
外
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
、大
き
く
3
つ
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。1
つ
め
は
、6
〜
8
か
月

に
わ
た
り
現
地
の
大
学
で
専
門
分
野

の
講
義
を
受
け
る「
長
期
留
学
」、2

つ
め
は
春
と
夏
の
長
期
休
暇
を
利
用

し
て
4
〜
5
週
間
の
語
学
研
修
を
行

う「
語
学
研
修
」、3
つ
め
は
、海
外
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、調
査
や
研
究
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
う「
海
外
研
修
」で
す
。

本
学
が
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

初
め
て
海
外
に
学
生
を
送
り
出
し
た

の
は
2
0
1
1
年
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

へ
の
1
か
月
の
語
学
研
修
で
、参
加

者
は
わ
ず
か
10
名
で
し
た
。以
降
、社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
、ま
た

学
生
の
海
外
留
学
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

を
受
け
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
が
図

ら
れ
、現
在
で
は
大
学
・
短
大
部
を
合

わ
せ
て
年
間
1
0
0
名
以
上
の
学
生

を
海
外
へ
と
送
り
出
す
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も
春
夏
の
語
学
研
修
に
60
名

の
学
生
が
参
加
し
、ま
た
現
在
2
名

の
学
生
が
長
期
留
学
の
最
中
で
す
。

こ
の
語
学
研
修
と
長
期
留
学
に
は
、

T
O
E
I
C
や
I
E
L
T
S
と
い
っ

た
テ
ス
ト
の
点
数
に
よ
る
参
加
条
件

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の
基
準
達

成
を
目
標
に
、日
々
勉
強
に
力
を
入

れ
て
い
る
学
生
も
数
多
く
い
ま
す
。

海
外
研
修
は
、語
学
研
修
や
長
期

留
学
よ
り
も
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
、よ
り
多
く
の
学
生
に
海
外
渡
航

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
ス
タ
ー
ト

し
た
取
り
組
み
で
す
。こ
の
海
外
研
修

の
中
に
も
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用

意
さ
れ
、海
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
す
る
機
会
を
学
生
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な「
留
学
し
や
す
い
メ

ニ
ュ
ー
」を
増
や
し
た
理
由
は
、海
外

に
少
し
で
も
関
心
が
あ
れ
ば
ま
ず
は

挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
え
る
環
境
を

整
え
る
た
め
で
す
。「
海
外
な
ん
て
行

か
な
く
て
い
い
」「
英
語
が
話
せ
な
く
て

も
問
題
な
い
」と
考
え
て
い
た
学
生

も
、一
度
海
外
を
経
験
す
る
と
考
え
方

が
変
わ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
こ
か
ら
自
分
の
将
来
像
や
次
の

ス
テ
ッ
プ
も
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

海
外
留
学
の
目
的
は
、英
語
能
力

の
向
上
に
限
り
ま
せ
ん
。英
語
は
あ

く
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

で
あ
り
、そ
れ
を
使
っ
て
海
外
の
人
々

と
対
話
し
た
り
相
互
理
解
を
深
め
た

り
、ま
た
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
積

極
的
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
方
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。国
際
社
会
で

求
め
ら
れ
る
そ
の
よ
う
な
人
間
性

を
、海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
多
く
の
学
生
に
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
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っ
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す
。
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短
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の
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勉
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に
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な
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で
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な
ど
サ
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も
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校
2
年
生
と
な
る
生
徒
の
皆
さ
ん
に

は
、こ
の
制
度
と
チ
ャ
ン
ス
を
ぜ
ひ
活

用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。星稜高等学校

中田 淑子 教諭

金沢星稜大学
国際交流課
井下 桂子（右）
中道 美那（左）

金
沢
星
稜
大
学
の

海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

希
望
者
を
対
象
に
、2
年
生
の
夏
期
休

暇
を
利
用
し
て
約
10
日
間
の
海
外
語
学

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
現
地
語
学
学
校
が
行
う
授

業
・
課
外
活
動
に
参
加
し
、英
語
能
力
の

向
上
と
異
文
化
理
解
の
促
進
、ま
た
将

来
像
や
仕
事
観
を
醸
成
し
、自
発
的
に

考
え
る
力
、行
動
す
る
力
、仲
間
と
協
力

す
る
力
を
養
い
ま
す
。事
前
に
は
半
年

間
の
研
修
が
行
わ
れ
、生
活
文
化
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
準
備

を
整
え
ま
す
。参
加
を
検
討
し
て
い
る

生
徒・保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
説
明

会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

星
稜
高
等
学
校
の

海
外
語
学
研
修
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子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む

「
環
境
設
定
」の
取
り
組
み

星
稜
泉
野
幼
稚
園
に
来
て
も
う
ひ
と
つ

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
子
ど
も
と
先
生
の

距
離
が
近
い
こ
と
」
で
し
た
。
星
稜
泉
野
幼

稚
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
と
離
れ

て
幼
稚
園
に
来
た
と
い
う
気
負
い
が
な
く
、

ま
る
で
自
宅
の
よ
う
に
安
心
し
て
過
ご
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

の
び
の
び
と
主
体
性
を
育
む
環
境
も
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
自
宅
で
は
な
い
幼
稚
園
と
い
う
環
境
で

子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

「
お
母
さ
ん
代
わ
り
」
で
あ
る
私
た
ち
教
員

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
安
心
で
き
る

関
係
を
心
が
け
る

そ
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
、
言
葉
で
は
伝
え

ら
れ
な
い
思
い
を
ど
れ
だ
け
感
じ
て
あ
げ
ら

れ
る
か
が
大
切
で
す
。
大
人
の
視
点
か
ら
見

下
ろ
す
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
同
じ
目
線

で
感
じ
、
考
え
る
こ
と
を
常
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

こ
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
、

子
ど
も
た
ち
が
「
先
生
ま
た
こ
れ
を
し
て
遊

ぼ
う
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
時
や
、
子
ど
も

た
ち
同
士
が
「
楽
し
か
っ
た
ね
」
と
話
し
て

い
る
の
を
聞
い
た
時
で
す
。
そ
ん
な
楽
し
い

毎
日
を
通
し
て
、
4
月
か
ら
の
こ
の
短
い
期

間
で
も
大
き
く
成
長
し
た
こ
と
を
感
じ
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
た
時
に
、
こ
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
る
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

　
今
年
の
春
か
ら
星
稜
泉
野
幼
稚
園
の
教

員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
別
の
幼
稚

園
に
務
め
て
お
り
、
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
は

15
年
目
と
な
り
ま
す
。
星
稜
泉
野
幼
稚
園
で

は
新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
星
稜
泉
野
幼
稚
園
の
特
徴
は
、
子
ど
も
の

主
体
性
を
育
む
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。特
に
今
年
度
か
ら
は
、

そ
の
方
針
を
さ
ら
に
進
め
た
「
環
境
設
定
」

の
取
り
組
み
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
今
、
星
稜
泉
野
幼
稚
園
の
教
室
は
、
い
く

つ
か
の
ス
ペ
ー
ス
に
区
切
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、「
子

ど
も
た
ち
が
し
た
い
こ
と
を
で
き
る
」
環
境

と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
「
い

つ
・
誰
と
・
何
を
す
る
か
」
を
決
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　「
あ
れ
を
し
な
さ
い
」
や
「
こ
れ
を
し
て

は
ダ
メ
」
と
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
楽
し
い
と

思
え
る
こ
と
を
の
び
の
び

と
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
子
ど
も
た

ち
は
自
分
で
「
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
」
と
思
っ

た
こ
と
に
挑
戦
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
で
し
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
、
子
ど
も
た
ち

は
と
て
も
喜
ぶ
ん
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

の
よ
り
よ
い
環
境
を
考
え

る
こ
の
「
環
境
設
定
」
に
、

ゴ
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

星
稜
泉
野
幼
稚
園
で
は
今

できないことができるようになった時に見せる笑顔が好き

この仕事を「つらい、大変だ」と思ったことはほとんどありません。
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も
教
員
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
ま
た

実
際
の
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
見
な
が
ら
工

夫
を
重
ね
て
い
る
最
中
で
す
。
こ
の
教
育
環

境
の
完
成
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
の

私
の
目
標
で
す
。

特集 星稜のグローバル教育②

エ
ア
ラ
イ
ン
業
界
や
難
関
企
業
へ
の
就
職
を
目
指
す
女
子
学
生

限
定
の
講
座「
星
稜
女
子
力
M
O
O
N 

S
H
O
T
講
座
」の
海
外

版
と
し
て
、2
0
1
4
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
学
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

セ
ブ
島（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）で
の
約
2
週
間
の「
プ
チ
留
学
」に
よ
っ

て
、語
学
力
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
耐
性
の
強

化
、異
文
化
を
学
ん
で
満
喫
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。現

地
で
の
英
語
の
授
業
は
学
生
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
学
習
指
導

で
、現
地
の
優
秀
な
英
語
講
師
か
ら
主
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
行
う

の
で
、英
語
に
不
安
が
あ
る
人
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

外
国
人
の
大
学
生
を
招
き
、生
徒
の
自
宅
で
約
1
週
間
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
校
内
で
行
う
研
修
で
、高
校
１
年
生
A
コ
ー

ス
の
生
徒
を
対
象
に
2
0
1
4
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。文
理

選
択
を
控
え
た
高
校
１
年
生
に
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
経

験
を
持
た
せ
る
こ
と
と
国
際
交
流
を
通
し
て
自
分
の
意
見
を
英
語

で
表
現
す
る
経
験
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

エ
ン
パ
ワ
ー（
E
m
p
ower
）と
は
、「
自
信
を
持
た
せ
る
」「
で
き

る
よ
う
に
す
る
」と
い
う
意
味
で
、大
学
生
と
の
英
語
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、自
分
の
将
来
に

何
が
必
要
か
を
考
え
、気
づ
き
、行
動
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
、

そ
ん
な
成
果
を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

1
9
9
7
年
4
月
、両
園
と
も
に「
英
語
で
あ
そ
ぼ
う
！
Ａ
Ｂ
Ｃ

ラ
ン
ド
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。初
め
て
の
先
生
は
、イ
ギ
リ
ス

出
身
の
マ
ー
ク
・
オ
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
先
生（
当
時
星
稜
高
校
講
師
）。時

は
小
学
校
で
英
語
が
始
ま
る
少
し
前
、全
国
の
い
く
つ
か
の
小
学

校
が
モ
デ
ル
校
と
し
て
英
語
学
習
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
頃
で
す
。園

で
も「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
よ
り
主
体
的
に
生
き
抜
く
力
を
身

に
つ
け
る
環
境
を
提
供
し
た
い
」と
い
う
思
い
が
あ
り
、ま
た
、高

校
の
先
生
と
の
連
携
が
と
れ
る
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
も

ス
ム
ー
ズ
に
始
め
ら
れ
た
要
因
で
し
た
。

最
初
の
頃
は
、保
護
者
か
ら
早
期
教
育
を
目
指
し
て
い
る
園
と

の
誤
解
や
違
う
期
待
を
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、子

ど
も
た
ち
が
歌
や
ゲ
ー
ム
、じ
ゃ
ん
け
ん
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る

様
子
を
見
て
、そ
の
ね
ら
い
が「
外
国
の
方
と
の
遊
び
を
通
し
て

異
文
化
を
感
じ
る
機
会
を
持
つ
」と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
、幼

児
英
語
は
覚
え
る
も
の
で
は
な
く
体
で
感
じ
る
も
の
で
あ
り
、遊

び
を
通
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
人
と
の
か
か
わ
り
の
根
っ
こ
に

な
る
と
い
う
園
の
思
い
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。現
在
は
、

6
代
目
と
な
る
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ロ
ハ
ス
先
生（
金
沢
星
稜
大
学
非

常
勤
講
師
）か
ら
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
附
属
星
稜
幼
稚
園

金
沢
星
稜
大
学
附
属
星
稜
泉
野
幼
稚
園

Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ
ン
ド

星
稜
高
等
学
校

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム

金
沢
星
稜
大
学

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

M
O
O
N 

S
H
O
T
a
broa
d
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が
、
今
の

私
の
目
標
で
す
。

特集 星稜のグローバル教育②

エ
ア
ラ
イ
ン
業
界
や
難
関
企
業
へ
の
就
職
を
目
指
す
女
子
学
生

限
定
の
講
座「
星
稜
女
子
力
M
O
O
N 

S
H
O
T
講
座
」の
海
外

版
と
し
て
、2
0
1
4
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
学
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

セ
ブ
島（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）で
の
約
2
週
間
の「
プ
チ
留
学
」に
よ
っ

て
、語
学
力
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
耐
性
の
強

化
、異
文
化
を
学
ん
で
満
喫
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。現

地
で
の
英
語
の
授
業
は
学
生
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
学
習
指
導

で
、現
地
の
優
秀
な
英
語
講
師
か
ら
主
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
行
う

の
で
、英
語
に
不
安
が
あ
る
人
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

外
国
人
の
大
学
生
を
招
き
、生
徒
の
自
宅
で
約
1
週
間
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
校
内
で
行
う
研
修
で
、高
校
１
年
生
A
コ
ー

ス
の
生
徒
を
対
象
に
2
0
1
4
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。文
理

選
択
を
控
え
た
高
校
１
年
生
に
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
経

験
を
持
た
せ
る
こ
と
と
国
際
交
流
を
通
し
て
自
分
の
意
見
を
英
語

で
表
現
す
る
経
験
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

エ
ン
パ
ワ
ー（
E
m
p
ower
）と
は
、「
自
信
を
持
た
せ
る
」「
で
き

る
よ
う
に
す
る
」と
い
う
意
味
で
、大
学
生
と
の
英
語
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、自
分
の
将
来
に

何
が
必
要
か
を
考
え
、気
づ
き
、行
動
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
、

そ
ん
な
成
果
を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

1
9
9
7
年
4
月
、両
園
と
も
に「
英
語
で
あ
そ
ぼ
う
！
Ａ
Ｂ
Ｃ

ラ
ン
ド
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。初
め
て
の
先
生
は
、イ
ギ
リ
ス

出
身
の
マ
ー
ク
・
オ
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
先
生（
当
時
星
稜
高
校
講
師
）。時

は
小
学
校
で
英
語
が
始
ま
る
少
し
前
、全
国
の
い
く
つ
か
の
小
学

校
が
モ
デ
ル
校
と
し
て
英
語
学
習
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
頃
で
す
。園

で
も「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
よ
り
主
体
的
に
生
き
抜
く
力
を
身

に
つ
け
る
環
境
を
提
供
し
た
い
」と
い
う
思
い
が
あ
り
、ま
た
、高

校
の
先
生
と
の
連
携
が
と
れ
る
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
も

ス
ム
ー
ズ
に
始
め
ら
れ
た
要
因
で
し
た
。

最
初
の
頃
は
、保
護
者
か
ら
早
期
教
育
を
目
指
し
て
い
る
園
と

の
誤
解
や
違
う
期
待
を
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、子

ど
も
た
ち
が
歌
や
ゲ
ー
ム
、じ
ゃ
ん
け
ん
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る

様
子
を
見
て
、そ
の
ね
ら
い
が「
外
国
の
方
と
の
遊
び
を
通
し
て

異
文
化
を
感
じ
る
機
会
を
持
つ
」と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
、幼

児
英
語
は
覚
え
る
も
の
で
は
な
く
体
で
感
じ
る
も
の
で
あ
り
、遊

び
を
通
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
人
と
の
か
か
わ
り
の
根
っ
こ
に

な
る
と
い
う
園
の
思
い
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。現
在
は
、

6
代
目
と
な
る
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ロ
ハ
ス
先
生（
金
沢
星
稜
大
学
非

常
勤
講
師
）か
ら
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
附
属
星
稜
幼
稚
園

金
沢
星
稜
大
学
附
属
星
稜
泉
野
幼
稚
園

Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ
ン
ド

星
稜
高
等
学
校

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム

金
沢
星
稜
大
学

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

M
O
O
N 

S
H
O
T
a
broa
d
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今
年
度
、学
校
法
人
稲
置
学
園
で
は
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
実
施
し
、地
域

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
Se
iry
o 

Stree
t
整
備
事
業
」を

起
ち
上
げ
ま
し
た
。初
回
活
動
と
し
て
、

8
月
5
日（
水
）に
ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ

企
画「
ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン
」に
所
属

す
る
学
生
と
職
員
で
、大
学
の
裏
を
流
れ

る
金
腐
川
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
川
に
入
り
冷
を
感
じ
な
が
ら
、清
掃
活

動
に
携
わ
る
こ
と
で
、身
も
心
も
清
々
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
9
月
の
Se
i-

Tan 

Act
!
は「
着
付

体
験
〜
京
都
で
街
巡
り
〜
」を
実
施
し
ま

し
た
。9
月
13
日（
日
）か
ら
1
泊
2
日
の

日
程
で
、34
名
が「
京
都 

夢
館
」に
て
着
付

体
験
を
行
い
、和
装
の
ま
ま
、清
水
寺
や
伏

見
稲
荷
大
社
な
ど
の
観
光
地
を
巡
り
ま
し

た
。日
本
の
良
さ
を
、着
物
を
通
じ
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。道
中
、外
国
人
観

光
客
に
写
真
を
求
め
ら
れ
た
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
中
で
異
文
化
交
流

に
つ
な
が
る
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

Se
i
r
y
o  

S
t
re
e
t

整
備
事
業「
美
化
活
動
」

〜
金
腐
川
清
掃
〜

学園

　
8
月
11
日（
火
）・12
日（
水
）の
1
泊
2
日

の
日
程
で
、夏
の
恒
例
企
画
Se
i-

Tan

Ac
t
!「
サ
バ
イ
バ
ル
合
宿
」が
能
登
で

行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
23
名
が
参
加
し
、

能
登
島
で
は
、釣
り
と
農
業
体
験
で
食
料

を
獲
得
し
、夜
は
携
帯
電
話
が
つ
な
が
ら

な
い
穴
水
町
の
旧
兜
小
学
校
で
一
夜
を
過

ご
し
、「
火
起
こ
し
」や「
布
団
無
し
で
寝

る
」な
ど
の
道
具
を
使
用
し
な
い
貴
重
な

経
験
を
し
ま
し
た
。

24
時
間
テ
レ
ビ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

に
参
加
！

大短

お
も
て
な
し
娘

夏
の
英
会
話
観
光
案
内
へ

大短

　
8
月
23
日（
日
）、ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ

企
画「
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
」の
チ
ー
ム
で
募
金
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。年
に
一
度
の
大
規
模
な
慈
善
活
動
に

学
生
60
名
が
、県
内
の
10
会
場
に
分
か
れ

て
、皆
様
の
心
温
ま
る
募
金
の
受
付
け
を
行

　
ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
「
お
も
て

な
し
娘
」
に
所
属
す
る
女
子
学
生
た
ち
が
、

今
年
の
夏
も
ひ
が
し
茶
屋
街
で
外
国
人
観

光
客
を
対
象
に
観
光
案
内
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
北
陸
新
幹
線
開
通
の
影
響

か
ら
か
、
例
年
に
比
べ
て
外
国
人
観
光
客

　
8
月
17
日
（
月
）〜
20
日
（
木
）、
ジ
ャ
ン

プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
「
S
T
E
P
（
星
稜
│

東
北 
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
に
所
属
す

る
学
生
15
名
が
、
今
年
も
宮
城
県
東
松
島

S
T
E
P 

宮
城
県
東
松
山
市
で

こ
ど
も
達
と
交
流
！

大

夏
を
生
き
抜
く

S
e
i
┃

T
a
n 

A
c
t
!

「
サ
バ
イ
バ
ル
合
宿
」

短

■
全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

【
硬
式
野
球
部
】

文
部
科
学
大
臣
杯
第
67
回
全
日
本
大
学

準
硬
式
野
球
大
会

　出
場

【
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

全
日
本
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　出
場

○
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
平
田
　
奈
菜（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
堀
　
綾
香・中
川
　
愛
菜

　（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

【
陸
上
競
技
部
】

日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　出
場

○
男
子
走
高
跳

　
大
田
　
和
宏（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

　
北
信
越
新
記
録
樹
立
2
ｍ
21
㎝

○
男
子
1
0
0
ｍ

　
川
崎
　
彰
悟（
人
間
科
学
部
4
年
次
）

○
男
子
棒
高
跳

　
鍛
冶
　
有
成（
人
間
科
学
部
4
年
次
）

○
男
子
走
幅
跳

　
福
田
　
圭
佑（
人
間
科
学
部
4
年
次
）

○
男
子
三
段
跳

　
渡
邉
　
凌
介（
人
間
科
学
部
3
年
次
）

○
男
子
走
幅
跳

　
清
水
　
奨
太（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

○
男
子
1
1
0
ｍ
H

　
大
澤
　
啓
太（
人
間
科
学
部
1
年
次
）

○
女
子
5
0
0
0
ｍ

　
吉
田
　
里
穂（
人
間
科
学
部
3
年
次
）

○
女
子
走
高
跳

　
岩
田
　
栞（
人
間
科
学
部
1
年
次
）

【
空
手
道
部
】

全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

　出
場

○
女
子
組
手

　
中
村
　
美
優（
経
済
学
部
3
年
次
）

■
国
際
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

【
陸
上
競
技
部
】

第
2
回
日
中
韓
3
ヵ
国
交
流
陸
上
競
技
大
会

○
男
子
走
高
跳

　
大
田
和
弘
　
記
録
2
ｍ
18
㎝
　
第
3
位

第
8
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ろ
う
あ
者

競
技
会

　出
場

○
男
子
8
0
0
ｍ

　
沖
田
　
耐
芽（
人
間
科
学
部
3
年
次
）

男
子
1
5
0
0
ｍ

　
森
光
　
佑
矢（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

熱
戦
ク
ラ
ス
対
抗

体
育
大
会

高

7
名
の
学
生
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
教
育
支
援

大

日
本
の「
和
」を

京
都
で
体
験

短

　
7
月
14
日（
火
）・
15
日（
水
）に
体
育
大

会
を
行
い
ま
し
た
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル・大
縄

跳
び
・
卓
球
・
テ
ニ
ス
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン・

サ
ッ
カ
ー
・フ
ッ
ト
サ
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
各
競
技
を
学
年
毎
の
ク
ラ
ス
対

抗
で
一
致
団
結
し
挑
み
、熱
い
戦
い
に
な

り
ま
し
た
。

1
年
関
東
方
面

大
学
見
学
会

高
　
8
月
1
日（
土
）・2
日（
日
）に
1
年
生

23
名
が
関
東
方
面
へ
大
学
見
学
に
行
き
ま

し
た
。青
山
学
院
大
学
・
東
京
理
科
大
学

を
見
学
し
、上
智
大
学
・
早
稲
田
大
学
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
東
京
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
伝
統
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

大
学
生
か
ら
説
明
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
聴

き
、進
路
志
望
の
参
考
と
な
る
有
意
義
な

見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

1
・
2
年
P
コ
ー
ス

課
外
実
習

高
　
8
月
26
日（
水
）・
27
日（
木
）に
1
年
P

コ
ー
ス
96
名
が
白
山
登
山
、2
年
P
コ
ー

ス
76
名
が
岐
阜
県
長
良
川
へ
課
外
実
習
に

行
き
ま
し
た
。1
年
生
の
白
山
登
山
は
、

室
堂
で
1
泊
し
、御
来
光
を
仰
ぐ
た
め
早

朝
に
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。雲
間
か
ら

壮
大
な
景
色
を
一
望
で
き
た
瞬
間
、疲
れ

と
眠
気
も
吹
き
飛
び
、自
然
の
雄
大
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。2
年
生
は
、水
量
が
多

か
っ
た
た
め
、初
日
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ（
8

人
乗
り
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
の
急
流
下
り
）は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、2
日
目
は
小
滝

の
岩
肌
を
登
り
、滝
つ
ぼ
へ
ジ
ャ
ン
プ
す

る
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
ま

し
た
。日
常
を
離
れ
た
大
自
然
を
思
う
存

分
満
喫
し
た
実
習
で
し
た
。

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
震
災
か
ら
4
年
経
っ

た
今
の
現
状
を
、
現
地
の
方
か
ら
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
東
松
島
市
立
宮
戸
小
学

校
の
児
童
た
ち
と
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
手
や
足
に
絵
の
具
を
つ
け
、
汚
れ
を
気

に
せ
ず
絵
を
描
く
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　
今
年
度
よ
り
新
規
で
立
ち
上
が
っ
た
、

ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
「
世
界
の
教

室
か
ら
」
に
所
属
す
る
7
名
の
学
生
が
夏

休
み
を
利
用
し
て
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
じ
た
国
際
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
活

動
国
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
。
教
育
制
度
が
あ
ま

り
充
実
し
て
い
な
い
現
状
の
国
で
、
学
生

た
ち
が
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

日
本
語
の
授
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
約
1

週
間
の
短
い
滞
在
期
間
で
し
た
が
、
こ
ど

も
た
ち
と
国
境
を
越
え
た
生
活
を
共
に
し

た
、
実
り
あ
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。募
金
活
動
後
は
、テ
レ
ビ
金
沢

へ
戻
り
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
方
と
一
緒
に
24

時
間
テ
レ
ビ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
、忘
れ

ら
れ
な
い
ひ
と
夏
の
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

が
増
え
、
活
動
が
と
て
も
盛
ん
に
な
っ
た

夏
と
な
り
ま
し
た
。
セ
ブ
島
で
の
短
期
語

学
研
修
か
ら
帰
っ
て
き
た
学
生
も
所
属
し

て
お
り
、
本
活
動
で
そ
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
で
き
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
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今
年
度
、学
校
法
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園
で
は
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
実
施
し
、地
域

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
Se
iry
o 

Stree
t
整
備
事
業
」を

起
ち
上
げ
ま
し
た
。初
回
活
動
と
し
て
、

8
月
5
日（
水
）に
ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ

企
画「
ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン
」に
所
属

す
る
学
生
と
職
員
で
、大
学
の
裏
を
流
れ

る
金
腐
川
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
川
に
入
り
冷
を
感
じ
な
が
ら
、清
掃
活

動
に
携
わ
る
こ
と
で
、身
も
心
も
清
々
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
9
月
の
Se
i-
Tan 

Act
!
は「
着
付

体
験
〜
京
都
で
街
巡
り
〜
」を
実
施
し
ま

し
た
。9
月
13
日（
日
）か
ら
1
泊
2
日
の

日
程
で
、34
名
が「
京
都 
夢
館
」に
て
着
付

体
験
を
行
い
、和
装
の
ま
ま
、清
水
寺
や
伏

見
稲
荷
大
社
な
ど
の
観
光
地
を
巡
り
ま
し

た
。日
本
の
良
さ
を
、着
物
を
通
じ
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。道
中
、外
国
人
観

光
客
に
写
真
を
求
め
ら
れ
た
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
中
で
異
文
化
交
流

に
つ
な
が
る
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

Se
i
r
y
o  

S
t
re
e
t

整
備
事
業「
美
化
活
動
」

〜
金
腐
川
清
掃
〜

学園

　
8
月
11
日（
火
）・12
日（
水
）の
1
泊
2
日

の
日
程
で
、夏
の
恒
例
企
画
Se
i-

Tan

Ac
t
!「
サ
バ
イ
バ
ル
合
宿
」が
能
登
で

行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
23
名
が
参
加
し
、

能
登
島
で
は
、釣
り
と
農
業
体
験
で
食
料

を
獲
得
し
、夜
は
携
帯
電
話
が
つ
な
が
ら

な
い
穴
水
町
の
旧
兜
小
学
校
で
一
夜
を
過

ご
し
、「
火
起
こ
し
」や「
布
団
無
し
で
寝

る
」な
ど
の
道
具
を
使
用
し
な
い
貴
重
な

経
験
を
し
ま
し
た
。

24
時
間
テ
レ
ビ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

に
参
加
！

大短

お
も
て
な
し
娘

夏
の
英
会
話
観
光
案
内
へ

大短

　
8
月
23
日（
日
）、ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ

企
画「
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
」の
チ
ー
ム
で
募
金
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。年
に
一
度
の
大
規
模
な
慈
善
活
動
に

学
生
60
名
が
、県
内
の
10
会
場
に
分
か
れ

て
、皆
様
の
心
温
ま
る
募
金
の
受
付
け
を
行

　
ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
「
お
も
て

な
し
娘
」
に
所
属
す
る
女
子
学
生
た
ち
が
、

今
年
の
夏
も
ひ
が
し
茶
屋
街
で
外
国
人
観

光
客
を
対
象
に
観
光
案
内
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
北
陸
新
幹
線
開
通
の
影
響

か
ら
か
、
例
年
に
比
べ
て
外
国
人
観
光
客

　
8
月
17
日
（
月
）〜
20
日
（
木
）、
ジ
ャ
ン

プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
「
S
T
E
P
（
星
稜
│

東
北 

笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
に
所
属
す

る
学
生
15
名
が
、
今
年
も
宮
城
県
東
松
島

S
T
E
P 

宮
城
県
東
松
山
市
で

こ
ど
も
達
と
交
流
！

大

夏
を
生
き
抜
く

S
e
i
┃

T
a
n 

A
c
t
!

「
サ
バ
イ
バ
ル
合
宿
」

短

■
全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

【
硬
式
野
球
部
】

文
部
科
学
大
臣
杯
第
67
回
全
日
本
大
学

準
硬
式
野
球
大
会

　出
場

【
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

全
日
本
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　出
場

○
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
平
田
　
奈
菜（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
堀
　
綾
香・中
川
　
愛
菜

　（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

【
陸
上
競
技
部
】

日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　出
場

○
男
子
走
高
跳

　
大
田
　
和
宏（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

　
北
信
越
新
記
録
樹
立
2
ｍ
21
㎝

○
男
子
1
0
0
ｍ

　
川
崎
　
彰
悟（
人
間
科
学
部
4
年
次
）

○
男
子
棒
高
跳

　
鍛
冶
　
有
成（
人
間
科
学
部
4
年
次
）

○
男
子
走
幅
跳

　
福
田
　
圭
佑（
人
間
科
学
部
4
年
次
）

○
男
子
三
段
跳

　
渡
邉
　
凌
介（
人
間
科
学
部
3
年
次
）

○
男
子
走
幅
跳

　
清
水
　
奨
太（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

○
男
子
1
1
0
ｍ
H

　
大
澤
　
啓
太（
人
間
科
学
部
1
年
次
）

○
女
子
5
0
0
0
ｍ

　
吉
田
　
里
穂（
人
間
科
学
部
3
年
次
）

○
女
子
走
高
跳

　
岩
田
　
栞（
人
間
科
学
部
1
年
次
）

【
空
手
道
部
】

全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

　出
場

○
女
子
組
手

　
中
村
　
美
優（
経
済
学
部
3
年
次
）

■
国
際
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

【
陸
上
競
技
部
】

第
2
回
日
中
韓
3
ヵ
国
交
流
陸
上
競
技
大
会

○
男
子
走
高
跳

　
大
田
和
弘
　
記
録
2
ｍ
18
㎝
　
第
3
位

第
8
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ろ
う
あ
者

競
技
会

　出
場

○
男
子
8
0
0
ｍ

　
沖
田
　
耐
芽（
人
間
科
学
部
3
年
次
）

男
子
1
5
0
0
ｍ

　
森
光
　
佑
矢（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

熱
戦
ク
ラ
ス
対
抗

体
育
大
会

高

7
名
の
学
生
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
教
育
支
援

大

日
本
の「
和
」を

京
都
で
体
験

短

　
7
月
14
日（
火
）・
15
日（
水
）に
体
育
大

会
を
行
い
ま
し
た
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル・大
縄

跳
び
・
卓
球
・
テ
ニ
ス
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン・

サ
ッ
カ
ー
・フ
ッ
ト
サ
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
各
競
技
を
学
年
毎
の
ク
ラ
ス
対

抗
で
一
致
団
結
し
挑
み
、熱
い
戦
い
に
な

り
ま
し
た
。

1
年
関
東
方
面

大
学
見
学
会

高
　
8
月
1
日（
土
）・2
日（
日
）に
1
年
生

23
名
が
関
東
方
面
へ
大
学
見
学
に
行
き
ま

し
た
。青
山
学
院
大
学
・
東
京
理
科
大
学

を
見
学
し
、上
智
大
学
・
早
稲
田
大
学
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
東
京
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
伝
統
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

大
学
生
か
ら
説
明
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
聴

き
、進
路
志
望
の
参
考
と
な
る
有
意
義
な

見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

1
・
2
年
P
コ
ー
ス

課
外
実
習

高
　
8
月
26
日（
水
）・
27
日（
木
）に
1
年
P

コ
ー
ス
96
名
が
白
山
登
山
、2
年
P
コ
ー

ス
76
名
が
岐
阜
県
長
良
川
へ
課
外
実
習
に

行
き
ま
し
た
。1
年
生
の
白
山
登
山
は
、

室
堂
で
1
泊
し
、御
来
光
を
仰
ぐ
た
め
早

朝
に
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。雲
間
か
ら

壮
大
な
景
色
を
一
望
で
き
た
瞬
間
、疲
れ

と
眠
気
も
吹
き
飛
び
、自
然
の
雄
大
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。2
年
生
は
、水
量
が
多

か
っ
た
た
め
、初
日
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ（
8

人
乗
り
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
の
急
流
下
り
）は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、2
日
目
は
小
滝

の
岩
肌
を
登
り
、滝
つ
ぼ
へ
ジ
ャ
ン
プ
す

る
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
ま

し
た
。日
常
を
離
れ
た
大
自
然
を
思
う
存

分
満
喫
し
た
実
習
で
し
た
。

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
震
災
か
ら
4
年
経
っ

た
今
の
現
状
を
、
現
地
の
方
か
ら
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
東
松
島
市
立
宮
戸
小
学

校
の
児
童
た
ち
と
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
手
や
足
に
絵
の
具
を
つ
け
、
汚
れ
を
気

に
せ
ず
絵
を
描
く
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　
今
年
度
よ
り
新
規
で
立
ち
上
が
っ
た
、

ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
「
世
界
の
教

室
か
ら
」
に
所
属
す
る
7
名
の
学
生
が
夏

休
み
を
利
用
し
て
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
じ
た
国
際
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
活

動
国
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
。
教
育
制
度
が
あ
ま

り
充
実
し
て
い
な
い
現
状
の
国
で
、
学
生

た
ち
が
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

日
本
語
の
授
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
約
1

週
間
の
短
い
滞
在
期
間
で
し
た
が
、
こ
ど

も
た
ち
と
国
境
を
越
え
た
生
活
を
共
に
し

た
、
実
り
あ
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。募
金
活
動
後
は
、テ
レ
ビ
金
沢

へ
戻
り
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
方
と
一
緒
に
24

時
間
テ
レ
ビ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
、忘
れ

ら
れ
な
い
ひ
と
夏
の
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

が
増
え
、
活
動
が
と
て
も
盛
ん
に
な
っ
た

夏
と
な
り
ま
し
た
。
セ
ブ
島
で
の
短
期
語

学
研
修
か
ら
帰
っ
て
き
た
学
生
も
所
属
し

て
お
り
、
本
活
動
で
そ
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
で
き
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
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〜
歌
に
夢
を
の
せ
て
〜

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
!

中
　
7
月
14
日（
火
）、第
15
回
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
が
稲
置
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。大
勢

の
保
護
者
の
方
が
見
守
る
中
、各
ク
ラ
ス

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、課
題
曲

「
翼
を
く
だ
さ
い
」と
自
由
曲
1
曲
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。1
ヶ
月
前
か
ら
毎
日
練
習

し
て
き
た
歌
声
は
、ど
の
ク
ラ
ス
も
す
ば
ら

し
く
、感
動
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
会
場
中
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。最
上
級
生
ら
し
い
貫
禄

と
一
体
感
を
見
せ
た
3
B
が
最
優
秀
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。ま
た
、昨
年
度
ま
で
本
校

で
勤
務
さ
れ
て
い
た
河
野
和
子
先
生
率
い

る
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ「
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
」

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・

世
界
選
手
権
日
本
代
表
!!

高
　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
部
の
中
野
蘭
菜
さ
ん（
3

年
）が
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
世
界
選
手
権

大
会（
デ
ン
マ
ー
ク
）の
日
本
代
表
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。世
界
選
手
権
大
会
の
男
女

各
6
名
の
選
手
の
中
で
は
、唯
一
の
高
校
生

で
、最
終
選
考
会（
7
月
）を
待
た
ず
一
次

予
選（
5
月
）で
早
々
に
代
表
入
り
が
決
ま

り
ま
し
た
。部
活
動
で
指
導
し
て
い
る
西

川
明
大
教
諭
も
コ
ー
チ
と
し
て
、ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
と
世
界
選
手
権
大
会
に
帯
同
し
ま

す
。6
月
上
旬
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ・ロ
シ

ア
大
会
、9
月
中
旬
に
ス
ペ
イ
ン
大
会
、10

月
に
は
フ
ラ
ン
ス
大
会
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
大

会
に
出
場
し
、11
月
中
旬
に
現
地
で
の
直

前
合
宿
を
経
て
、11
月
21
日（
土
）〜
29
日

（
日
）の
世
界
選
手

権
に
出
場
し
ま

す
。世
界
大
会
で

の
活
躍
を
期
待
し

ま
し
ょ
う
。

　
9
月
10
日
（
木
）・
11
日
（
金
）、
第
54
回

星
稜
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
の
テ
ー

マ
は
「
P
R
O
G
R
E
S
S
〜
新
た
な
時

代
を
切
り
開
け
！
〜
」。
1
日
目
は
合
唱
部

と
吹
奏
楽
部
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
で
幕
を
開
け
、
1
年
生
の
ク
ラ
ス

ご
と
の
企
画
や
文
化
部
に
よ
る
発
表
と
作

品
展
示
、
シ
ェ
ネ
ル
と
コ
ラ
ボ
し
て
大
ヒ
ッ

ト
し
た
「
ベ
イ
ビ
ー
　
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
」
の

代
表
曲
を
も
つ
『
T
e
e
』
の
ラ
イ
ブ
が
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
2
日
目
は
あ
い
に

く
の
雨
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

　
7
月
30
日（
木
）・31
日（
金
）に
中
学
生
を

対
象
に
し
た
学
校
見
学
会
を
実
施
し
ま
し

た
。各
教
科
の
体
験
授
業
や
入
試
問
題
解

説
に
真
剣
に
聞
き
入
り
、在
校
生
に
よ
る
部

活
動
の
紹
介
展
示
や
体
験
で
は
、笑
顔
で
先

輩
か
ら
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
の
学
校
見
学
会

高
　
8
月
23
日（
日
）、中
学
生
を
対
象
に
、

男
女
合
わ
せ
て
6
つ
の
部
に
よ
る
部
活
動

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。は
じ
め
に
、本

校
の
概
要
と
部
活
動
の
総
合
成
績
な
ど
を

説
明
し
、そ
の
後
高
校
生
と
合
同
練
習
を

行
い
ま
し
た
。最
初
は
緊
張
か
ら
か
硬
い

表
情
の
中
学
生
た
ち
で
し
た
が
、次
第
に

緊
張
の
部
活
動
体
験
!!

高

　
8
月
26
日（
水
）〜
28
日（
金
）、石
川
県

立
白
山
青
年
の
家
で
3
年
生
が
勉
強
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。一
日
中
も
く
も
く
と
5

教
科
の
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

な
か
な
か
集
中
力
の
い
る
も
の
で
し
た

が
、仲
間
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

受
験
生
と
し
て
の
自
覚
と
意
欲
を
高
め
ま

し
た
。ま
た
、2
日
目
の
夜
に
は
お
楽
し

み
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
や
天
体
観
測
も

行
わ
れ
、仲
間
と
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、夏
休
み
の
終
わ
り
に
充
実
し
た

合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

勉
強
合
宿

中

星
稜
祭

高

星
稜
高
等
学
校

北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

 

●   

男
子
の
部
　
・
第
2
位

□
空
手
道
競
技

　

 

●   

女
子
個
人
形

　
　
・
第
3
位
　
小
山
　
　
麗

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　

 

●   

男
子
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
　
・
第
3
位

第
51
回
北
信
越
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　

 

●   

50
㎏
級

　
　
・
第
2
位
　
中
村
　
晟
悠

第
4
回
北
信
越
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

 

●   

女
子
の
部
　
・
第
3
位

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
北
信
越
大
会

　

 

●   

研
究
奨
励
賞

石
川
県
総
合
高
等
学
校
体
育
大
会

　

 

●   

馬
術
競
技
　
障
害
Ｂ
の
部

　
　
・
優
勝
　
　
鈴
木
　
綾
乃

6
月
か
ら
の

主
な
部
活
動
成
績

高中

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技

　

 

●   

男
子
2
0
0
m
平
泳
ぎ

　
　
・
第
2
位
　
森
　
優
之
介

　

 

●   

男
子
2
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
・
第
3
位
　
山
田
　
涼
太

　

 

●   

男
子
4
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
・
第
3
位
　
山
田
　
涼
太

　

 

●   

女
子
1
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
・
第
2
位
　
北
田
ま
あ
こ

　

 

●   

女
子
2
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
・
優
勝
　
　
北
田
ま
あ
こ

　

 

●   

女
子
4
0
0
m
自
由
形

　
　
・
第
3
位
　
篠
井
　
奈
美

春
の
高
校
バ
レ
ー

　第
68
回
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
石
川
県
大
会

　

 

●   

女
子
　
・
第
3
位

第
14
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

　

 

●   

男
子
15
歳
〜
17
歳
の
部

　
　
・
第
2
位
　
丸
一
　
千
紘

　
　
・
第
3
位
　
楠
　
　
拓
真

第
24
回
全
日
本
高
等
学
校

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
石
川
県
大
会

　
　
・
優
勝

平
成
27
年
度
石
川
県
高
等
学
校

新
人
体
育
大
会
競
泳

　

 

●   

女
子
50
m
自
由
形

　
　
・
第
3
位
　
篠
井
　
奈
美

第
57
回
加
賀
地
区
剣
道
大
会

　

 

●   

男
子
団
体
の
部
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
団
体
の
部
　
・
第
3
位

第
29
回
金
沢
地
区
高
等
学
校
弓
道
大
会

　

 

●   

男
子
団
体
　
・
優
勝

　

 

●   

女
子
団
体
　
・
準
優
勝

第
57
回
石
川
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　

 

●   

高
等
学
校
部
門
Ａ
グ
ル
ー
プ
　
・
金
賞

　
　（全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
大
会
　
石
川
県
代
表
決
定
）

第
23
回
石
川
県
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
・
第
3
位
　
長
崎
　
里
奈

第
82
回
N
H
K
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

石
川
県
コ
ン
ク
ー
ル

　

 

●   

高
等
学
校
の
部

　
　
・
銀
賞
　
　
合
唱
部

金
賞  

3
年
B
組  

愛
唄

　
　
　「one for all  all for one

」（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）　

銀
賞  

3
年
A
組  

道

　
　
　「
魂
よ 

や
ど
れ
皆
の
声
に
」　

銅
賞  

1
年
B
組  

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

　
　
　「
ク
ラ
ス
の
絆

　
　
　
〜
最
高
の
歌
声
を
響
か
せ
よ
う
〜
」　
　

　
　  

1
年
A
組  

青
い
ベ
ン
チ

　
　
　「
大
歌
の
改
新
〜
１
Ａ
の
下
剋
上
」　

　
　  

2
年
A
組  

３
月
９
日

　
　
　「
響
け
！
│
あ
の
人
へ
思
い
を
の
せ
て
│
」

　
　  

2
年
B
組  

S
t
o
r
y

　
　
　「
聴
い
て
い
る
人
に

　
　
　
希
望
を
与
え
ら
れ
た
ら
光
栄
で
す
」

第
28
回
全
国
高
校
将
棋
竜
王
戦
石
川
県
大
会

　

 

●   

B
級

　
　
・
第
3
位
　
結
城
　
　
諒

星
稜
中
学
校

第
1
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

　

 

●   

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
競
技
13
│
15
才
　
女
子

　
　
・
優
勝
　
　
野
村
菜
月
美

　

 

●   

個
人
総
合
13
│
15
才
　
女
子

　
　
・
第
2
位
　
野
村
菜
月
美

　

 

●   

団
体
競
技
13
│
15
才
　
男
子

　
　
・
第
3
位
　
中
野
　
晴
大
、
本
田
　
侑
也

 

三
島
康
士
朗
、
井
関
　
駿
太

　

 

●   

団
体
競
技
13
│
15
才
　
女
子

　
　
・
第
3
位
　
西
川
　
実
沙
、
野
村
菜
月
美

 

森
　
ほ
の
か

　

 

●   

最
高
演
技
点
賞
　
井
関
　
駿
太

北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会 

剣
道
競
技

　

 

●   

女
子
個
人
戦

　
　
・
第
3
位
　
中
　
　
生
吹

第
61
回
全
日
本
通
信
陸
上
競
技
大
会
石
川
県
大
会

　

 

●   

男
子
共
通
4
0
0
m

　
　
・
優
勝
　
　
奥
野
　
翔
也

　

 

●   

女
子
2
年
1
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
藤
家
　
麻
鈴

　

 

●   

女
子
1
年
1
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
又
多
　
風
緑

　

 

●   

女
子
共
通
4×

1
0
0
m
リ
レ
ー

　
　
・
第
2
位
　
坂
口
　
綺
萌
、
藤
家
　
麻
鈴

 

和
田
　
奈
々
、
又
多
　
風
緑

第
33
回
石
川
県
中
学
校
選
抜
混
成
競
技
大
会

　

 

●   

女
子
1
年
三
種
競
技

　
　
・
優
勝
　
　
又
多
　
風
緑

第
32
回
石
川
県
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

　

 

●   

ハ
イ
ク
ラ
ス
中
学
生
女
子
の
部

　
　
・
優
勝
　
　
野
村
菜
月
美

■
国
際
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

【
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
】

2
0
1
5
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ロ
シ
ア
大
会
・
ス
ペ
イ
ン
大
会
・

フ
ラ
ン
ス
大
会
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
会
、

世
界
選
手
権
大
会

　
中
野
　
蘭
菜

世
界
年
齢
別
選
手
権
大
会

○
17
・
18
歳
男
子

　
山
田
　
大
翔

○
15
・
16
歳
女
子

　
杉
谷
　
櫻
花

ロ
ー
レ
カ
ッ
プ（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）

　
堺
　
亮
介
・
宮
野
　
冬
馬

　■
全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

【
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
】

第
40
回
全
国
高
等
学
校

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
福
島
大
会

○
個
人
競
技
　
男
子
の
部

　
優
勝
　
　
堺
　
　
亮
介（
二
連
覇
）　

　
第
2
位
　
宮
野
　
冬
馬

　
第
5
位
　
山
田
　
大
翔

○
団
体
競
技
　
男
子
の
部
　
優
勝
　
　
　

　
堺
　
　
亮
介
、中
西
　
裕
也

　
市
川
　
隆
太
、安
藤
　
　
諒

○
個
人
競
技
　
女
子
の
部

　
優
勝
　
　
中
野
　
蘭
菜（
二
連
覇
）

　
第
2
位
　
杉
谷
　
櫻
花

○
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
競
技

　
女
子
の
部
　
第
3
位

　
中
野
　
蘭
菜
、杉
谷
　
櫻
花

　
女
子
の
部
　
第
5
位

　
土
屋
志
絵
莉
、大
門
　
音
々

○
団
体
競
技
　
女
子
の
部
　
優
勝

　
中
野
　
蘭
菜
、杉
谷
　
櫻
花

　
土
屋
志
絵
莉
、大
門
　
音
々

○
最
高
演
技
点
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
宮
野
　
冬
馬

○
最
高
難
度
点
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
堺
　
　
亮
介

○
最
高
跳
躍
点
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
安
藤
　
　
諒

○
最
高
難
度
点
賞
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
中
野
　
蘭
菜

【
陸
上
競
技
】

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
男
子
　
三
段
跳

　
林
　
冴
唯
正

○
男
子
　
や
り
投

　
土
佐
　
　
尚（
第
11
位
）

○
男
子
　
砲
丸
投

　
金
井
　
嵩
幸

○
女
子
　
1
0
0m
・
2
0
0
m
　
　
　

　
柳
谷
　
朋
美（
準
決
勝
進
出
）

○
女
子
　
1
5
0
0m・3
0
0
0m

　
五
島
　
莉
乃
・
戸
部
　
千
晶

○
女
子
　
走
幅
跳

　
吉
岡
　
美
玲（
第
9
位
）

○
女
子
　
4
×
1
0
0m
リ
レ
ー

　
深
尾
さ
く
ら
、柳
谷
　
朋
美

　
杉
俣
　
朱
里
、池
田
　
未
優

第
3
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
抜
大
会

○
女
子
　
5
0
0
0m
　
第
6
位
　

　
五
島
　
莉
乃

○
女
子
　
3
0
0
0m
　
競
歩
　
第
5
位

　
五
島
　
莉
乃

【
サ
ッ
カ
ー
】

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
男
子
　
ベ
ス
ト
16

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
男
子

【
レ
ス
リ
ン
グ
】

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
男
子
　
60
㎏
級

　
矢
後
　
公
誠（
2
回
戦
進
出
）

○
男
子
　
66
㎏
級

　
貞
　
　
亮
真

○
男
子
　
96
㎏
級

　
高
山
　
真
平

【
体
操
競
技
】

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
男
子

　
岩
佐
　
健
太
・
川
崎
　
　
晃

【
囲
碁
】

第
39
回
文
部
大
臣
杯
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会

○
女
子
　
団
体
　

　
座
主
　
悠
香
、寺
師
あ
ず
さ
、沖
津
　
佳
蓮

○
女
子
　
個
人
　

　
座
主
　
悠
香（
予
選
1
勝
2
敗
）

全
国
総
合
文
化
祭

○
女
子
　
個
人

　
座
主
　
悠
香（
第
9
位
　
4
勝
2
敗
）

【
将
棋
】

全
国
高
校
将
棋
選
手
権

○
女
子
　
個
人
　

　
河
内
　
留
美

【
天
文
部
】

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

○
自
然
科
学
部
門
　
文
化
連
盟
賞
　

　
長
坂
　
碧
依
、河
田
い
ず
み

　
今
本
　
佳
歩
、中
村
雄
太
郎

【
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
】

第
37
回
全
国
高
等
学
校

小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会

○
個
人

　
河
西
ま
ど
か（
C
級
　
第
4
位
）

　
板
本
真
由
子・
浜
田
　
真
帆

集
中
し
、最
後
に
は
高
校
生
に
負
け
な
い

気
迫
あ
る
動
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

2
・
3
年
生
の
各
ク
ラ
ス
の
模
擬
店
や
特

設
会
場
で
の
二
人
羽
織
バ
ナ
ナ
食
い
競
争
・

腕
相
撲
大
決
戦
な
ど
の
熱
気
に
雨
も
あ
が

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

中
野
蘭
菜
さ
ん
の
抱
負

「
世
界
選
手
権
大
会
で
決
勝
に
残
り
、
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場

権
を
獲
得
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」



10 9

〜
歌
に
夢
を
の
せ
て
〜

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
!

中
　
7
月
14
日（
火
）、第
15
回
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
が
稲
置
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。大
勢

の
保
護
者
の
方
が
見
守
る
中
、各
ク
ラ
ス

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、課
題
曲

「
翼
を
く
だ
さ
い
」と
自
由
曲
1
曲
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。1
ヶ
月
前
か
ら
毎
日
練
習

し
て
き
た
歌
声
は
、ど
の
ク
ラ
ス
も
す
ば
ら

し
く
、感
動
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
会
場
中
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。最
上
級
生
ら
し
い
貫
禄

と
一
体
感
を
見
せ
た
3
B
が
最
優
秀
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。ま
た
、昨
年
度
ま
で
本
校

で
勤
務
さ
れ
て
い
た
河
野
和
子
先
生
率
い

る
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ「
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
」

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・

世
界
選
手
権
日
本
代
表
!!

高
　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
部
の
中
野
蘭
菜
さ
ん（
3

年
）が
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
世
界
選
手
権

大
会（
デ
ン
マ
ー
ク
）の
日
本
代
表
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。世
界
選
手
権
大
会
の
男
女

各
6
名
の
選
手
の
中
で
は
、唯
一
の
高
校
生

で
、最
終
選
考
会（
7
月
）を
待
た
ず
一
次

予
選（
5
月
）で
早
々
に
代
表
入
り
が
決
ま

り
ま
し
た
。部
活
動
で
指
導
し
て
い
る
西

川
明
大
教
諭
も
コ
ー
チ
と
し
て
、ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
と
世
界
選
手
権
大
会
に
帯
同
し
ま

す
。6
月
上
旬
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ・ロ
シ

ア
大
会
、9
月
中
旬
に
ス
ペ
イ
ン
大
会
、10

月
に
は
フ
ラ
ン
ス
大
会
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
大

会
に
出
場
し
、11
月
中
旬
に
現
地
で
の
直

前
合
宿
を
経
て
、11
月
21
日（
土
）〜
29
日

（
日
）の
世
界
選
手

権
に
出
場
し
ま

す
。世
界
大
会
で

の
活
躍
を
期
待
し

ま
し
ょ
う
。

　
9
月
10
日
（
木
）・
11
日
（
金
）、
第
54
回

星
稜
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
の
テ
ー

マ
は
「
P
R
O
G
R
E
S
S
〜
新
た
な
時

代
を
切
り
開
け
！
〜
」。
1
日
目
は
合
唱
部

と
吹
奏
楽
部
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
で
幕
を
開
け
、
1
年
生
の
ク
ラ
ス

ご
と
の
企
画
や
文
化
部
に
よ
る
発
表
と
作

品
展
示
、
シ
ェ
ネ
ル
と
コ
ラ
ボ
し
て
大
ヒ
ッ

ト
し
た
「
ベ
イ
ビ
ー
　
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
」
の

代
表
曲
を
も
つ
『
T
e
e
』
の
ラ
イ
ブ
が
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
2
日
目
は
あ
い
に

く
の
雨
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

　
7
月
30
日（
木
）・31
日（
金
）に
中
学
生
を

対
象
に
し
た
学
校
見
学
会
を
実
施
し
ま
し

た
。各
教
科
の
体
験
授
業
や
入
試
問
題
解

説
に
真
剣
に
聞
き
入
り
、在
校
生
に
よ
る
部

活
動
の
紹
介
展
示
や
体
験
で
は
、笑
顔
で
先

輩
か
ら
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
の
学
校
見
学
会

高
　
8
月
23
日（
日
）、中
学
生
を
対
象
に
、

男
女
合
わ
せ
て
6
つ
の
部
に
よ
る
部
活
動

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。は
じ
め
に
、本

校
の
概
要
と
部
活
動
の
総
合
成
績
な
ど
を

説
明
し
、そ
の
後
高
校
生
と
合
同
練
習
を

行
い
ま
し
た
。最
初
は
緊
張
か
ら
か
硬
い

表
情
の
中
学
生
た
ち
で
し
た
が
、次
第
に

緊
張
の
部
活
動
体
験
!!

高

　
8
月
26
日（
水
）〜
28
日（
金
）、石
川
県

立
白
山
青
年
の
家
で
3
年
生
が
勉
強
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。一
日
中
も
く
も
く
と
5

教
科
の
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

な
か
な
か
集
中
力
の
い
る
も
の
で
し
た

が
、仲
間
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

受
験
生
と
し
て
の
自
覚
と
意
欲
を
高
め
ま

し
た
。ま
た
、2
日
目
の
夜
に
は
お
楽
し

み
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
や
天
体
観
測
も

行
わ
れ
、仲
間
と
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、夏
休
み
の
終
わ
り
に
充
実
し
た

合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

勉
強
合
宿

中

星
稜
祭

高

星
稜
高
等
学
校

北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

 

●   

男
子
の
部
　
・
第
2
位

□
空
手
道
競
技

　
 

●   

女
子
個
人
形

　
　
・
第
3
位
　
小
山
　
　
麗

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　

 

●   

男
子
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
　
・
第
3
位

第
51
回
北
信
越
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　

 

●   

50
㎏
級

　
　
・
第
2
位
　
中
村
　
晟
悠

第
4
回
北
信
越
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

 

●   

女
子
の
部
　
・
第
3
位

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
北
信
越
大
会

　

 

●   

研
究
奨
励
賞

石
川
県
総
合
高
等
学
校
体
育
大
会

　

 

●   

馬
術
競
技
　
障
害
Ｂ
の
部

　
　
・
優
勝
　
　
鈴
木
　
綾
乃

6
月
か
ら
の

主
な
部
活
動
成
績

高中

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技

　

 

●   

男
子
2
0
0
m
平
泳
ぎ

　
　
・
第
2
位
　
森
　
優
之
介

　

 

●   

男
子
2
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
・
第
3
位
　
山
田
　
涼
太

　

 

●   

男
子
4
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
・
第
3
位
　
山
田
　
涼
太

　

 

●   

女
子
1
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
・
第
2
位
　
北
田
ま
あ
こ

　

 

●   

女
子
2
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
・
優
勝
　
　
北
田
ま
あ
こ

　

 

●   

女
子
4
0
0
m
自
由
形

　
　
・
第
3
位
　
篠
井
　
奈
美

春
の
高
校
バ
レ
ー

　第
68
回
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
石
川
県
大
会

　

 

●   

女
子
　
・
第
3
位

第
14
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

　

 

●   

男
子
15
歳
〜
17
歳
の
部

　
　
・
第
2
位
　
丸
一
　
千
紘

　
　
・
第
3
位
　
楠
　
　
拓
真

第
24
回
全
日
本
高
等
学
校

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
石
川
県
大
会

　
　
・
優
勝

平
成
27
年
度
石
川
県
高
等
学
校

新
人
体
育
大
会
競
泳

　

 

●   

女
子
50
m
自
由
形

　
　
・
第
3
位
　
篠
井
　
奈
美

第
57
回
加
賀
地
区
剣
道
大
会

　

 

●   

男
子
団
体
の
部
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
団
体
の
部
　
・
第
3
位

第
29
回
金
沢
地
区
高
等
学
校
弓
道
大
会

　

 

●   

男
子
団
体
　
・
優
勝

　

 

●   

女
子
団
体
　
・
準
優
勝

第
57
回
石
川
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　

 

●   

高
等
学
校
部
門
Ａ
グ
ル
ー
プ
　
・
金
賞

　
　（全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
大
会
　
石
川
県
代
表
決
定
）

第
23
回
石
川
県
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
・
第
3
位
　
長
崎
　
里
奈

第
82
回
N
H
K
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

石
川
県
コ
ン
ク
ー
ル

　

 

●   
高
等
学
校
の
部

　
　
・
銀
賞
　
　
合
唱
部

金
賞  

3
年
B
組  

愛
唄

　
　
　「one for all  all for one

」（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）　

銀
賞  

3
年
A
組  

道

　
　
　「
魂
よ 

や
ど
れ
皆
の
声
に
」　

銅
賞  

1
年
B
組  

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

　
　
　「
ク
ラ
ス
の
絆

　
　
　
〜
最
高
の
歌
声
を
響
か
せ
よ
う
〜
」　
　

　
　  

1
年
A
組  

青
い
ベ
ン
チ

　
　
　「
大
歌
の
改
新
〜
１
Ａ
の
下
剋
上
」　

　
　  

2
年
A
組  

３
月
９
日

　
　
　「
響
け
！
│
あ
の
人
へ
思
い
を
の
せ
て
│
」

　
　  

2
年
B
組  

S
t
o
r
y

　
　
　「
聴
い
て
い
る
人
に

　
　
　
希
望
を
与
え
ら
れ
た
ら
光
栄
で
す
」

第
28
回
全
国
高
校
将
棋
竜
王
戦
石
川
県
大
会

　

 

●   

B
級

　
　
・
第
3
位
　
結
城
　
　
諒

星
稜
中
学
校

第
1
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

　

 

●   

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
競
技
13
│
15
才
　
女
子

　
　
・
優
勝
　
　
野
村
菜
月
美

　

 

●   

個
人
総
合
13
│
15
才
　
女
子

　
　
・
第
2
位
　
野
村
菜
月
美

　

 

●   

団
体
競
技
13
│
15
才
　
男
子

　
　
・
第
3
位
　
中
野
　
晴
大
、
本
田
　
侑
也

 

三
島
康
士
朗
、
井
関
　
駿
太

　

 

●   

団
体
競
技
13
│
15
才
　
女
子

　
　
・
第
3
位
　
西
川
　
実
沙
、
野
村
菜
月
美

 

森
　
ほ
の
か

　

 

●   

最
高
演
技
点
賞
　
井
関
　
駿
太

北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会 

剣
道
競
技

　

 

●   

女
子
個
人
戦

　
　
・
第
3
位
　
中
　
　
生
吹

第
61
回
全
日
本
通
信
陸
上
競
技
大
会
石
川
県
大
会

　

 

●   

男
子
共
通
4
0
0
m

　
　
・
優
勝
　
　
奥
野
　
翔
也

　

 

●   

女
子
2
年
1
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
藤
家
　
麻
鈴

　

 

●   

女
子
1
年
1
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
又
多
　
風
緑

　

 

●   

女
子
共
通
4×

1
0
0
m
リ
レ
ー

　
　
・
第
2
位
　
坂
口
　
綺
萌
、
藤
家
　
麻
鈴

 

和
田
　
奈
々
、
又
多
　
風
緑

第
33
回
石
川
県
中
学
校
選
抜
混
成
競
技
大
会

　

 

●   

女
子
1
年
三
種
競
技

　
　
・
優
勝
　
　
又
多
　
風
緑

第
32
回
石
川
県
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

　

 

●   

ハ
イ
ク
ラ
ス
中
学
生
女
子
の
部

　
　
・
優
勝
　
　
野
村
菜
月
美

■
国
際
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

【
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
】

2
0
1
5
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ロ
シ
ア
大
会
・
ス
ペ
イ
ン
大
会
・

フ
ラ
ン
ス
大
会
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
会
、

世
界
選
手
権
大
会

　
中
野
　
蘭
菜

世
界
年
齢
別
選
手
権
大
会

○
17
・
18
歳
男
子

　
山
田
　
大
翔

○
15
・
16
歳
女
子

　
杉
谷
　
櫻
花

ロ
ー
レ
カ
ッ
プ（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）

　
堺
　
亮
介
・
宮
野
　
冬
馬

　■
全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

【
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
】

第
40
回
全
国
高
等
学
校

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
福
島
大
会

○
個
人
競
技
　
男
子
の
部

　
優
勝
　
　
堺
　
　
亮
介（
二
連
覇
）　

　
第
2
位
　
宮
野
　
冬
馬

　
第
5
位
　
山
田
　
大
翔

○
団
体
競
技
　
男
子
の
部
　
優
勝
　
　
　

　
堺
　
　
亮
介
、中
西
　
裕
也

　
市
川
　
隆
太
、安
藤
　
　
諒

○
個
人
競
技
　
女
子
の
部

　
優
勝
　
　
中
野
　
蘭
菜（
二
連
覇
）

　
第
2
位
　
杉
谷
　
櫻
花

○
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
競
技

　
女
子
の
部
　
第
3
位

　
中
野
　
蘭
菜
、杉
谷
　
櫻
花

　
女
子
の
部
　
第
5
位

　
土
屋
志
絵
莉
、大
門
　
音
々

○
団
体
競
技
　
女
子
の
部
　
優
勝

　
中
野
　
蘭
菜
、杉
谷
　
櫻
花

　
土
屋
志
絵
莉
、大
門
　
音
々

○
最
高
演
技
点
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
宮
野
　
冬
馬

○
最
高
難
度
点
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
堺
　
　
亮
介

○
最
高
跳
躍
点
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
安
藤
　
　
諒

○
最
高
難
度
点
賞
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
中
野
　
蘭
菜

【
陸
上
競
技
】

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
男
子
　
三
段
跳

　
林
　
冴
唯
正

○
男
子
　
や
り
投

　
土
佐
　
　
尚（
第
11
位
）

○
男
子
　
砲
丸
投

　
金
井
　
嵩
幸

○
女
子
　
1
0
0m
・
2
0
0
m
　
　
　

　
柳
谷
　
朋
美（
準
決
勝
進
出
）

○
女
子
　
1
5
0
0m・3
0
0
0m

　
五
島
　
莉
乃
・
戸
部
　
千
晶

○
女
子
　
走
幅
跳

　
吉
岡
　
美
玲（
第
9
位
）

○
女
子
　
4
×
1
0
0m
リ
レ
ー

　
深
尾
さ
く
ら
、柳
谷
　
朋
美

　
杉
俣
　
朱
里
、池
田
　
未
優

第
3
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
抜
大
会

○
女
子
　
5
0
0
0m
　
第
6
位
　

　
五
島
　
莉
乃

○
女
子
　
3
0
0
0m
　
競
歩
　
第
5
位

　
五
島
　
莉
乃

【
サ
ッ
カ
ー
】

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
男
子
　
ベ
ス
ト
16

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
男
子

【
レ
ス
リ
ン
グ
】

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
男
子
　
60
㎏
級

　
矢
後
　
公
誠（
2
回
戦
進
出
）

○
男
子
　
66
㎏
級

　
貞
　
　
亮
真

○
男
子
　
96
㎏
級

　
高
山
　
真
平

【
体
操
競
技
】

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
男
子

　
岩
佐
　
健
太
・
川
崎
　
　
晃

【
囲
碁
】

第
39
回
文
部
大
臣
杯
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会

○
女
子
　
団
体
　

　
座
主
　
悠
香
、寺
師
あ
ず
さ
、沖
津
　
佳
蓮

○
女
子
　
個
人
　

　
座
主
　
悠
香（
予
選
1
勝
2
敗
）

全
国
総
合
文
化
祭

○
女
子
　
個
人

　
座
主
　
悠
香（
第
9
位
　
4
勝
2
敗
）

【
将
棋
】

全
国
高
校
将
棋
選
手
権

○
女
子
　
個
人
　

　
河
内
　
留
美

【
天
文
部
】

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

○
自
然
科
学
部
門
　
文
化
連
盟
賞
　

　
長
坂
　
碧
依
、河
田
い
ず
み

　
今
本
　
佳
歩
、中
村
雄
太
郎

【
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
】

第
37
回
全
国
高
等
学
校

小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会

○
個
人

　
河
西
ま
ど
か（
C
級
　
第
4
位
）

　
板
本
真
由
子・
浜
田
　
真
帆

集
中
し
、最
後
に
は
高
校
生
に
負
け
な
い

気
迫
あ
る
動
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

2
・
3
年
生
の
各
ク
ラ
ス
の
模
擬
店
や
特

設
会
場
で
の
二
人
羽
織
バ
ナ
ナ
食
い
競
争
・

腕
相
撲
大
決
戦
な
ど
の
熱
気
に
雨
も
あ
が

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

中
野
蘭
菜
さ
ん
の
抱
負

「
世
界
選
手
権
大
会
で
決
勝
に
残
り
、
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場

権
を
獲
得
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」



　幼
児
期
は
、
机
の
上
の
勉
強
で
は
決
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
遊
び
や
様
々
な
体
験
の
中

で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
室
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
遊
べ
る
玩
具
や
年
齢
の
発
達
に
見
合
っ
た
玩

具
、
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
発
的

に
友
達
と
関
わ
り
、
友
達
に
関
心
を
向
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
遊
び
の
楽
し
さ
を
見
つ
け
出
し
ま
す
。
他
者

と
関
わ
る
こ
と
で
、
知
的
な
面
で
も
、
社
会
的
、
道

徳
的
な
面
で
も
豊
か
に
発
達
し
て
い
き
ま
す
。
遊
び

込
ん
で
い
る
時
の
子
ど
も
た
ち
の
目
は
、
き
ら
き
ら

と
輝
い
て
い
ま
す
。

1112

は
銀
行
全
体
で
課
題
解
決
の
方
法
を
探
り
ま
す
。

ミ
ス
や
失
敗
を
し
て
悩
む
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

日
々
、上
司
や
先
輩
、同
僚
の
サ
ポ
ー
ト
に
救
わ
れ

て
い
ま
す
。
　

在
学
中
は
サ
ー
ク
ル
活
動
や
資
格
の
勉
強
を
す

る
一
方
、ア
ル
バ
イ
ト
や
趣
味
で
あ
る
旅
行
も
沢
山

し
ま
し
た
。
様
々
な
経
験
を
通
し
、た
く
さ
ん
の
人

と
出
会
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、考
え
方
や

価
値
観
の
幅
を
広
げ
る
た
め
本
を
読
む
こ
と
も
意

識
し
ま
し
た
。

金
沢
星
稜
大
学
に
は
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が

整
っ
て
お
り
、資
格
取
得
や
就
職
活
動
時
は
本
当
に

助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
方
は
い
つ
も
親

身
に
相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
り
、自
分
が
し
た
い
こ

と
に
も
安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

学
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
々
の
学

業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、ア
ル
バ
イ
ト
、趣
味
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
、学
生
生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
時
に
挑
戦
し
た

こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
、頑
張
っ
た
こ
と
は
、社
会

に
出
た
と
き
に
き
っ
と
役
に
立
ち
ま
す
。
ま
た
、人

生
の
中
で
自
由
に
使
え
る
時
間
が
一
番
あ
る
の
は

大
学
生
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
後
悔
し
な
い
よ
う
、

た
く
さ
ん
遊
ん
で
た
く
さ
ん
学
ん
で
、貴
重
な
時
間

を
有
意
義
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
に
金
沢
星
稜
大
学
を
卒
業
し
、北
國
銀

行
に
入
行
し
ま
し
た
。
羽
咋
支
店
に
配
属
後
、高
浜

支
店
、富
山
東
部
支
店
を
経
て
、現
在
は
金
沢
西
部

支
店
に
勤
務
し
、法
人
担
当
を
し
て
お
り
ま
す
。

融
資
業
務
の
他
に
、お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
抱
え

て
い
る
課
題
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、一
緒
に
解
決
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。お
客
さ
ま

に
よ
り
良
い
提
案
を
す
る
た
め
、支
店
の
中
で
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
、お
客
さ
ま
へ
の
提
案
、提
案
結

果
の
分
析
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
一

人
で
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、支
店
の
中
、あ
る
い

学
生
時
代
の
挑
戦
や
経
験
は
、

社
会
で
き
っ
と
役
立
ち
ま
す
。
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星
稜
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稚
園幼

【
子
育
て
支
援
事
業
】
星
稜
幼
稚
園
で
は
御
家
庭
で

子
育
て
を
し
て
い
る
親
子
を
対
象
に
、
年
齢
や
発
達

に
合
わ
せ
た
遊
び
の
場
の
提
供
、
仲
間
作
り
、
子
育

て
の
悩
み
相
談
の
3
つ
を
軸
に
し
た
「
星
稜
子
育
て

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
星
稜
幼
稚

園
内
あ
そ
び
の
広
場
と
玉
川
こ
ど
も
図
書
館
で
の
出

張
保
育
は
月
1
回
行
っ
て
い
ま
す
。
金
沢
星
稜
大
学

教
授
で
臨
床
心
理
士
の
寺
井
弘
実
先
生
の
「
何
で
も

相
談
」
も
希
望
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
就
労
支
援
事
業
】
保
護
者
の
仕
事
や
都
合
に
応
じ

た
「
預
か
り
保
育
」
で
は
通
年
午
後
6
時
ま
で
お
子

様
を
お
預
か
り
し
、
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
で
お
迎
え

ま
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

☆
子
育
て
応
援
し
て
い
ま
す
☆

☆
み
ん
な
で
遊
ぶ
の
大
好
き
〜
♪
☆

幼
稚
園
で
1
ば
ん
小
さ
な
ぱ
ん
だ
組（
年
少
の
1
つ

下
の
ク
ラ
ス
）に
は
、現
在
13
名
が
入
園
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
に
慣
れ
か
わ
い
い
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。遊
び
を
通
し
教
師
や
友
達
と
信

頼
を
築
き
な
が
ら
元
気
に
園
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

☆
ぱ
ん
だ
組
☆

☆
た
っ
ぷ
り
遊
ん
だ
あ
と
は
課
外
活
動
に
G
O
！
☆

「
体
育
教
室
」、「
レ
ッ
ツ
リ
ト
ミ
ッ
ク
」、「
F
U
N 

I
N 

E
N
G
L
I
S
H
」に
加
え
6
月
に「
星
稜
U
│

6
F
C
」が
発
足
し
ま
し
た
。年
長
児
と
年
中
児
の
計

25
名
が
金
沢
星
稜
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
小
松
崎
監
督

の
指
導
の
下
、大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
学
生
と
週
に
1
回

グ
ラ
ン
ド
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。星
稜
高
校
の
お
兄

さ
ん
た
ち
と
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を
包
み
嬉
し
そ

う
な
姿
が
ま
ぶ
し
く
見
え
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
や
り

た
い
こ
と
に
出
会
い
、好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
る
き
っ

か
け
の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

近
づ
く
台
風
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、み
ん
な
の

願
い
が
通
じ
て
雨
も
降
ら
ず
、暑
す
ぎ
ず
良
い
お
天
気

と
な
り
ま
し
た
。保
護
者
の
方
が
企
画
し
、運
営
し
て
く

れ
た
ゲ
ー
ム
屋
さ
ん
で
は
、的
あ
て
や
金
魚
す
く
い
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。今
回

は
お
父
さ
ん
た
ち
に
よ
る「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
屋
さ
ん
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。ま
た
自
衛
隊
の
方

に
よ
る「
御
陣
乗
太
鼓
」も
い
さ
ま
し
く
迫
力
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
も
保
護
者
の
方
に
も
好
評
で
し
た
。

☆
課
外
活
動
が
増
え
ま
し
た
！
☆

今
ま
で
は
カ
ワ
イ
体
育
教
室
を
行
い
、子
ど
も
た

ち
は
体
を
動
か
し
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。7
月
・
8
月

か
ら
は
新
た
に「
F
u
n 

I
n 

E
n
g
l
i
s
h
!
」、

「
絵
画
教
室
　
創
っ
て
遊
ぼ
う
」、「
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

星
稜
泉
野
U
│
6
F
C
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
英

語
に
触
れ
た
り
、想
像
力
や
創
造
力
を
育
み
楽
し
ん

だ
り
、星
稜
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
と
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
着
て
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま
す
。
大
き
く
成
長
す
る
糧

と
な
る
よ
う
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
夏
ま
つ
り
”ゲ
ー
ム
屋
さ
ん
、

　
盆
踊
り
、み
ん
な
い
っ
し
ょ
!! 

☆“

給食は茶碗を使用し、子どもたちが配膳し食事をしています



　幼
児
期
は
、
机
の
上
の
勉
強
で
は
決
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
遊
び
や
様
々
な
体
験
の
中

で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
室
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
遊
べ
る
玩
具
や
年
齢
の
発
達
に
見
合
っ
た
玩

具
、
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
発
的

に
友
達
と
関
わ
り
、
友
達
に
関
心
を
向
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
遊
び
の
楽
し
さ
を
見
つ
け
出
し
ま
す
。
他
者

と
関
わ
る
こ
と
で
、
知
的
な
面
で
も
、
社
会
的
、
道

徳
的
な
面
で
も
豊
か
に
発
達
し
て
い
き
ま
す
。
遊
び

込
ん
で
い
る
時
の
子
ど
も
た
ち
の
目
は
、
き
ら
き
ら

と
輝
い
て
い
ま
す
。
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で
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解
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法
を
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。

ミ
ス
や
失
敗
を
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て
悩
む
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

日
々
、上
司
や
先
輩
、同
僚
の
サ
ポ
ー
ト
に
救
わ
れ

て
い
ま
す
。
　

在
学
中
は
サ
ー
ク
ル
活
動
や
資
格
の
勉
強
を
す

る
一
方
、ア
ル
バ
イ
ト
や
趣
味
で
あ
る
旅
行
も
沢
山

し
ま
し
た
。
様
々
な
経
験
を
通
し
、た
く
さ
ん
の
人

と
出
会
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、考
え
方
や

価
値
観
の
幅
を
広
げ
る
た
め
本
を
読
む
こ
と
も
意

識
し
ま
し
た
。

金
沢
星
稜
大
学
に
は
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が

整
っ
て
お
り
、資
格
取
得
や
就
職
活
動
時
は
本
当
に

助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
方
は
い
つ
も
親

身
に
相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
り
、自
分
が
し
た
い
こ

と
に
も
安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

学
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
々
の
学

業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、ア
ル
バ
イ
ト
、趣
味
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
、学
生
生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
時
に
挑
戦
し
た

こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
、頑
張
っ
た
こ
と
は
、社
会

に
出
た
と
き
に
き
っ
と
役
に
立
ち
ま
す
。
ま
た
、人

生
の
中
で
自
由
に
使
え
る
時
間
が
一
番
あ
る
の
は

大
学
生
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
後
悔
し
な
い
よ
う
、

た
く
さ
ん
遊
ん
で
た
く
さ
ん
学
ん
で
、貴
重
な
時
間

を
有
意
義
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
に
金
沢
星
稜
大
学
を
卒
業
し
、北
國
銀

行
に
入
行
し
ま
し
た
。
羽
咋
支
店
に
配
属
後
、高
浜

支
店
、富
山
東
部
支
店
を
経
て
、現
在
は
金
沢
西
部

支
店
に
勤
務
し
、法
人
担
当
を
し
て
お
り
ま
す
。

融
資
業
務
の
他
に
、お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
抱
え

て
い
る
課
題
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、一
緒
に
解
決
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。お
客
さ
ま

に
よ
り
良
い
提
案
を
す
る
た
め
、支
店
の
中
で
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
、お
客
さ
ま
へ
の
提
案
、提
案
結

果
の
分
析
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
一

人
で
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、支
店
の
中
、あ
る
い

学
生
時
代
の
挑
戦
や
経
験
は
、

社
会
で
き
っ
と
役
立
ち
ま
す
。
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は
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庭
で

子
育
て
を
し
て
い
る
親
子
を
対
象
に
、
年
齢
や
発
達

に
合
わ
せ
た
遊
び
の
場
の
提
供
、
仲
間
作
り
、
子
育

て
の
悩
み
相
談
の
3
つ
を
軸
に
し
た
「
星
稜
子
育
て

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
星
稜
幼
稚

園
内
あ
そ
び
の
広
場
と
玉
川
こ
ど
も
図
書
館
で
の
出

張
保
育
は
月
1
回
行
っ
て
い
ま
す
。
金
沢
星
稜
大
学

教
授
で
臨
床
心
理
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の
寺
井
弘
実
先
生
の
「
何
で
も

相
談
」
も
希
望
者
を
対
象
に
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て
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ま
す
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就
労
支
援
事
業
】
保
護
者
の
仕
事
や
都
合
に
応
じ

た
「
預
か
り
保
育
」
で
は
通
年
午
後
6
時
ま
で
お
子

様
を
お
預
か
り
し
、
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
で
お
迎
え

ま
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

☆
子
育
て
応
援
し
て
い
ま
す
☆

☆
み
ん
な
で
遊
ぶ
の
大
好
き
〜
♪
☆

幼
稚
園
で
1
ば
ん
小
さ
な
ぱ
ん
だ
組（
年
少
の
1
つ

下
の
ク
ラ
ス
）に
は
、現
在
13
名
が
入
園
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
に
慣
れ
か
わ
い
い
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。遊
び
を
通
し
教
師
や
友
達
と
信

頼
を
築
き
な
が
ら
元
気
に
園
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

☆
ぱ
ん
だ
組
☆

☆
た
っ
ぷ
り
遊
ん
だ
あ
と
は
課
外
活
動
に
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！
☆

「
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教
室
」、「
レ
ッ
ツ
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ト
ミ
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ク
」、「
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E
N
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I
S
H
」に
加
え
6
月
に「
星
稜
U
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6
F
C
」が
発
足
し
ま
し
た
。年
長
児
と
年
中
児
の
計

25
名
が
金
沢
星
稜
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
小
松
崎
監
督

の
指
導
の
下
、大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
学
生
と
週
に
1
回

グ
ラ
ン
ド
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。星
稜
高
校
の
お
兄

さ
ん
た
ち
と
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を
包
み
嬉
し
そ

う
な
姿
が
ま
ぶ
し
く
見
え
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
や
り

た
い
こ
と
に
出
会
い
、好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
る
き
っ

か
け
の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

近
づ
く
台
風
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、み
ん
な
の

願
い
が
通
じ
て
雨
も
降
ら
ず
、暑
す
ぎ
ず
良
い
お
天
気

と
な
り
ま
し
た
。保
護
者
の
方
が
企
画
し
、運
営
し
て
く

れ
た
ゲ
ー
ム
屋
さ
ん
で
は
、的
あ
て
や
金
魚
す
く
い
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。今
回

は
お
父
さ
ん
た
ち
に
よ
る「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
屋
さ
ん
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。ま
た
自
衛
隊
の
方

に
よ
る「
御
陣
乗
太
鼓
」も
い
さ
ま
し
く
迫
力
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
も
保
護
者
の
方
に
も
好
評
で
し
た
。

☆
課
外
活
動
が
増
え
ま
し
た
！
☆

今
ま
で
は
カ
ワ
イ
体
育
教
室
を
行
い
、子
ど
も
た

ち
は
体
を
動
か
し
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。7
月
・
8
月

か
ら
は
新
た
に「
F
u
n 

I
n 

E
n
g
l
i
s
h
!
」、

「
絵
画
教
室
　
創
っ
て
遊
ぼ
う
」、「
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

星
稜
泉
野
U
│
6
F
C
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
英

語
に
触
れ
た
り
、想
像
力
や
創
造
力
を
育
み
楽
し
ん

だ
り
、星
稜
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
と
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
着
て
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま
す
。
大
き
く
成
長
す
る
糧

と
な
る
よ
う
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
夏
ま
つ
り
”ゲ
ー
ム
屋
さ
ん
、

　
盆
踊
り
、み
ん
な
い
っ
し
ょ
!! 

☆“

給食は茶碗を使用し、子どもたちが配膳し食事をしています



1314

金
沢
星
稜
大
学
、金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期

大
学
部
の
学
生
が
、11
月
15
日（
日
）に
開
催

さ
れ
る
第
1
回「
金
沢
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
」

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

競
技
審
判
、医
療
、給
水
、応
援
な
ど
の
運
営

に
約
１
５
０
名
が
携
わ
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
金
沢
市
民
を
は
じ
め
全
国
の

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
愛
さ
れ
、金
沢
の
魅
力
発
信
や

地
元
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
目
指
し
て
い
る

こ
の
大
会
に
加
わ
り
、盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、

金
沢
ひ
い
て
は
石
川
県
の
活
性
化
に
貢
献
し

ま
す
。

ま
た
、参
加
し
た
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
様
々
な
場
面
を
通
し
て
、リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

星稜サ・エ・ラに関するアンケートへのご協力のお願い
いつも『星稜サ・エ・ラ』をご愛読頂き、誠にありがとうございます。
毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」
を通じて頂戴し、本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただい
た方、抽選で100名様にQUOカード（500円分）をプレゼントいたします。
右記QRコードから、アンケートへの回答をお願いいたします。

抽選で100名様に

QUOカードを
プレゼント!

金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部の一大イベントである大学祭『流星祭』が下記の日程で開催されます。屋台やステージ
企画、学内企画などさまざまなイベントが目白押しです。毎年楽しみにされている方も多い、お笑い芸人ライブやアーティストライブも
行います。ご来場をお待ちしています。
 日程：10月30日（金）・31日（土）、11月1日（日）　※来場には公共の交通機関をご利用ください。

流星祭情報

■笹川スポーツ研究助成事業
（公益財団法人笹川スポーツ財団）

谷畠 範恭 教授（女子短期大学部）
 総合型地域スポーツクラブにおける各
種財務情報の開示状況とその有用性
に関する実証研究

キッズランニングプログレッション
佐々木 達也 講師（人間科学部）
 石川県サッカー協会、石川県陸上競技協会、ツェーゲ
ン金沢と連携して、地域の少年少女達に「走り方教
室」を実施する。

■「地域連携による地域貢献活動」推進事業
（金沢星稜大学地域連携センター）

能美市　国造ゆずのプロモーション活動
岸本 秀一 教授（経済学部）
 国造ゆずのプロモーションを行い、ブラ
ンド価値を高めるとともに、後継者につ
いてもアプローチを行う。

■大学コンソーシアム石川地域連携事業
　地域課題研究ゼミナール支援事業
（大学コンソーシアム石川）

川澄 厚志 講師（経済学部） 
 【廃校施設の有効利用】　
志賀町女性団体協議会及び東洋大
学・藤井敏信ゼミ学生と連携し、現地
研究調査を行う。

■高齢消費者被害防止寸劇出前講座事業
（石川県）

指導：池田 幸應 教授（人間科学部）
団体名：池田ゼミナール 
 【寸劇：振り込み詐欺防止作戦】
「ちょっと怪しいぞ、やっぱり詐欺だ。
騙されないぞ！」

■Jリーグ観戦者に関する調査事業
（公益社団法人　日本プロサッカーリーグ）

佐々木 達也 講師（人間科学部）
 Ｊリーグが主催する公式試合のスタジ
アム観戦者に関する調査

■学生子育て支援事業
（金沢市）

北川 節子 教授（人間科学部）
 金沢市近江町交流プラザ・ちびっこ広
場にて親子のふれあい・交流の支援
活動を行う。

子どもの多様な体験の場づくりの
運営・企画実践事業
西村 貴之 講師（人間科学部）
 長期休暇期間中の子ども達に様 な々
体験機会を提供し、イベントの運営サ
ポート及び、企画実践を学生が行う。

〈活動中の主な事業〉

■能登キャンパス構想推進協議会事業
能登祭りの環プロジェクト
池田 幸應 教授（人間科学部）
 能登・祭りの環プロジェクト～学生らが祭りの担ぎ手と
なることで能登の文化を学ぶとともに地域を支援～

能登の課題解決プログラム
小西　賢吾 講師（総合研究所）他
 奥能登2市2町へ移住した方を対象
とした、移住に関する調査等を行う。

稲置学園星稜基金 スポーツ・文化等課外活動支援の給付者
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中野　蘭菜

サッカー部

ソフトボール部

矢後　公誠

貞　亮真

髙山　真平

𠮷岡　美玲

戸部　千晶

柳谷　朋美

五島　莉乃

金井　嵩幸

土佐　尚暉

林　冴唯正

女子陸上競技部
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文化

岩佐　健太

川崎　晃

安藤　諒

堺　亮介

山田　大翔

杉谷　櫻花

土屋　志絵莉

大門　音々

宮野　冬馬

中西　裕也

市川　隆太

男子トランポリン部

女子トランポリン部

座主　悠香
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平田　奈菜

堀　綾香

中川　愛菜

中村　美憂

中　生吹

ゴルフ部（女子）

平成27年4月1日～8月10日までの給付者（平成26年11月15日（前回の給付日の翌日）～平成27年3月31日は給付者なし）

名　称 名　称

今年の流星祭のテーマは『PUZZLE』です。学生一人
ひとりがピースとなって流星祭という大きなパズル
を創り上げるという思いが込められています。
今年の目玉は、初めてとなる二組のアーティ
ストライブと50店を超えるバラエティー豊か
な屋台。また、今年もステージを2つ設け、来場
者も参加出来るイベントなどを行い会場を盛り上
げます。皆さまのご来場をお待ちしています！
　石田 優希（経済学部経済学科3年次） ※写真は昨年度のものです。



1314

金
沢
星
稜
大
学
、金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期

大
学
部
の
学
生
が
、11
月
15
日（
日
）に
開
催

さ
れ
る
第
1
回「
金
沢
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
」

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

競
技
審
判
、医
療
、給
水
、応
援
な
ど
の
運
営

に
約
１
５
０
名
が
携
わ
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
金
沢
市
民
を
は
じ
め
全
国
の

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
愛
さ
れ
、金
沢
の
魅
力
発
信
や

地
元
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
目
指
し
て
い
る

こ
の
大
会
に
加
わ
り
、盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、

金
沢
ひ
い
て
は
石
川
県
の
活
性
化
に
貢
献
し

ま
す
。

ま
た
、参
加
し
た
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
様
々
な
場
面
を
通
し
て
、リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

星稜サ・エ・ラに関するアンケートへのご協力のお願い
いつも『星稜サ・エ・ラ』をご愛読頂き、誠にありがとうございます。
毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」
を通じて頂戴し、本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただい
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■笹川スポーツ研究助成事業
（公益財団法人笹川スポーツ財団）

谷畠 範恭 教授（女子短期大学部）
 総合型地域スポーツクラブにおける各
種財務情報の開示状況とその有用性
に関する実証研究

キッズランニングプログレッション
佐々木 達也 講師（人間科学部）
 石川県サッカー協会、石川県陸上競技協会、ツェーゲ
ン金沢と連携して、地域の少年少女達に「走り方教
室」を実施する。

■「地域連携による地域貢献活動」推進事業
（金沢星稜大学地域連携センター）

能美市　国造ゆずのプロモーション活動
岸本 秀一 教授（経済学部）
 国造ゆずのプロモーションを行い、ブラ
ンド価値を高めるとともに、後継者につ
いてもアプローチを行う。
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　地域課題研究ゼミナール支援事業
（大学コンソーシアム石川）

川澄 厚志 講師（経済学部） 
 【廃校施設の有効利用】　
志賀町女性団体協議会及び東洋大
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騙されないぞ！」
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（公益社団法人　日本プロサッカーリーグ）
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 Ｊリーグが主催する公式試合のスタジ
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（金沢市）
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 金沢市近江町交流プラザ・ちびっこ広
場にて親子のふれあい・交流の支援
活動を行う。

子どもの多様な体験の場づくりの
運営・企画実践事業
西村 貴之 講師（人間科学部）
 長期休暇期間中の子ども達に様 な々
体験機会を提供し、イベントの運営サ
ポート及び、企画実践を学生が行う。

〈活動中の主な事業〉

■能登キャンパス構想推進協議会事業
能登祭りの環プロジェクト
池田 幸應 教授（人間科学部）
 能登・祭りの環プロジェクト～学生らが祭りの担ぎ手と
なることで能登の文化を学ぶとともに地域を支援～
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スポーツ

スポーツ

スポーツ

スポーツ

スポーツ

囲碁部

河内　瑠美

天文部

板本　真由子

河西　まどか

浜田　真帆

準硬式野球部

平田　奈菜

堀　綾香

中川　愛菜

中村　美憂

中　生吹

ゴルフ部（女子）

平成27年4月1日～8月10日までの給付者（平成26年11月15日（前回の給付日の翌日）～平成27年3月31日は給付者なし）

名　称 名　称

今年の流星祭のテーマは『PUZZLE』です。学生一人
ひとりがピースとなって流星祭という大きなパズル
を創り上げるという思いが込められています。
今年の目玉は、初めてとなる二組のアーティ
ストライブと50店を超えるバラエティー豊か
な屋台。また、今年もステージを2つ設け、来場
者も参加出来るイベントなどを行い会場を盛り上
げます。皆さまのご来場をお待ちしています！
　石田 優希（経済学部経済学科3年次） ※写真は昨年度のものです。
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学校法人 稲置学園
金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町丑10番地1
℡076-253-3924（代表）
（大　学）http:/www.seiryo-u.ac.jp/u/
（短大部）http:/www.seiryo-u.ac.jp/c/

星稜高等学校・星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206番地
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27番地
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6丁目17番30号
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

金沢星稜大学
10

12

1

通常講義日（創立記念日）
通常講義日（体育の日　振替日）
流星祭
一斉補講日
通常講義日（勤労感謝の日　振替日）
一斉補講日
経済学部：卒業研究発表会
人間科学部：フィールド成果報告会
通常講義日（天皇誕生日　振替日）
全館休館
休業日（11/23授業分）
休業日（12/23授業分）
授業再開

～11月1日（日）
・21日（土）

・19日（土）

～1月4日（月）

星稜高等学校
10 5日（月）

6日（火）
11日（日）
13日（火）
20日（火）

1日（火）
2日（水）
7日（月）
14日（月）
15日（火）
16日（水）
16日（水）
18日（金）

7日(木)
9日(土)
13日(水)
14日(木)
15日(金)
16日(土)
18日（月）

～9日（金）

～4日（金）
～5日（土）

・15日（火）

・17日（木）

・17日（日）

創立記念日
中間試験
ヒストリカルツアー
追試
進路研究（1・2年、3年P）
教育ウィーク（学校・授業公開）

1年期末試験

2,3年期末試験
1年修学旅行
追試
体育大会
保護者懇談会（3年）
保護者懇談会
再試
終業式・全国大会激励会

補充・補習授業

始業式
推薦入試
推薦入試合格発表
大学入試センター試験受験者激励会
大学入試センター試験受験者下見
大学入試センター試験
大学入試センター試験自己採点
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1

星稜中学校
10 5日（月）

6日（火）
14日（水）
15日（木）
20日（火）
21日（水）
27日（火）

14日（土）
1日（火）
5日（土）
15日（火）
16日（水）
18日（金）

7日(木)
17日(日)
20日(水)

・7日（水）

・16日（金）
～22日（木）
・22日（木）

・2日（水）

・17日（木）

創立記念日
中間試験
運動会
運動会予備日
2年修学旅行
1,3年体験学習
3年補充（～1/22）
教育ウィーク（学校・授業公開）
学校見学会
期末試験
体育大会
講演会
保護者懇談会
終業式
補充授業
始業式
入学試験
合格発表
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12

1

11

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
10

11

12

平成28年度入園願書受付開始
創立記念日
遠足（年中）
キッズサッカー
遠足（年少）
玉川こども図書館出張保育
キッズサッカー
親子オリエンテーリング
観劇
ABCランド
誕生会参観
キッズサッカー
とらいランド（つき参観）
寺井先生のなんでも相談室
とらいランド（ほし参観）
誕生会参観
ABCランド
星稜子育てステーション
寺井先生のなんでも相談室
玉川こども図書館出張保育
表現あそびの会
避難訓練（不審者）
とらいランド　　　
ABCランド（ほし参観）
もちつき
星稜子育てステーション
ABCランド（つき参観）
誕生会参観
玉川こども図書館出張保育
クリスマス会
終業式

  1日（木）
5日（月）
6日（火）
8日（木）
9日（金）
14日（水）
15日（木）
17日（土）
19日（月）
20日（火）
21日（水）
22日（木）
26日（月）

　28日（水）
2日（月）
5日（木）
10日（火）
12日（木）
18日（水）
25日（水）
26日（木）
3日（木）
7日（月）
8日（火）
10日（木）
11日（金）
15日（火）
16日（水）
17日（木）
18日（金）
24日（木）

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
10

12

11

平成28年度入園願書受付開始、いもほり（ばら・つき）
とらいランド、子育て広場（ひまわり）
創立記念日
ABCランド、子育て広場（さくらんぼ）
キッズサッカー（年長）
いもほり（すみれ・ほし）
キッズサッカー（年中・年少）、子育て広場（ひまわり）
ABCランド、子育て広場（さくらんぼ）
キッズサッカー（年長・年中）
遠足（年長）
子育て広場（ひまわり）、いもほり予備日
遠足（年少・いちご）
キッズサッカー（年長・年中）、年長参観
遠足（年中）
子育て広場（ひまわり）
誕生会参観
ABCランド、子育て広場（さくらんぼ）
遠足予備日、子ども相談
キッズサッカー（年長・年少）、年少参観
キッズサッカー（年長・年中）、年中参観
子育て広場（ひまわり）
親子活動（年少組）
避難訓練
子育て広場（さくらんぼ）
子ども相談
子育て広場（ひまわり）
誕生会参観
子育て広場（さくらんぼ）
子育て広場（ひまわり）
子育て広場（さくらんぼ）
表現あそびの会
表現あそびの会
ABCランド、子育て広場（さくらんぼ）
子ども相談
とらいランド、つきぐみ参観
キッズクラブ
子育て広場（さくらんぼ）
とらいランド、ほしぐみ参観
誕生会参観
子育て広場（さくらんぼ）
ハローサンタの会
子育て広場（ひまわり）
同窓会
子育て広場（さくらんぼ）
終業式

1日（木）
2日（金）
5日（月）
6日（火）
7日（水）
8日（木）
9日（金）
13日（火）
14日（水）
15日（木）
16日（金）
19日（月）
20日（火）
22日（木）
23日（金）
26日（月）
27日（火）
29日（木）
30日（金）
2日（月）
6日（金）
7日（土）
9日（月）
10日（火）
12日（木）
13日（金）
16日（月）
17日（火）
20日（金）
24日（火）
26日（木）
27日（金）
1日（火）
3日（木）
4日（金）
5日（土）
8日（火）
11日（金）
14日（月）
15日（火）
17日（木）
18日（金）
19日（土）
22日（火）
24日（木）
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金沢星稜大学女子短期大学部
5日（月）
12日（月・祝）
30日（金）
14日（土）
23日（月・祝）
5日（土）
23日（水・祝）
28日（月）
5日（火）
6日（水）
8日（金）

通常講義日（創立記念日）
通常講義日（体育の日　振替日）
流星祭
一斉補講日
通常講義日（勤労感謝の日　振替日）
一斉補講日
通常講義日（天皇誕生日　振替日）
全館休館
休業日（11/23授業分）
休業日（12/23授業分）
授業再開

～11月1日（日）
・21日（土）

・19日（土）

～1月4日（月）

5日（月）
12日（月・祝）
30日（金）
14日（土）
23日（月・祝）
5日（土）

17日（木）

23日（水・祝）
28日（月）
5日（火）
6日（水）
8日（金）

「スポーツの秋」、「食欲の秋」、そして「読書の秋」です。忙しい毎日の中で、読書にまと
まった時間をさくのは難しいものです。星稜中学校・高等学校では、毎日朝礼前に10分
間読書をしています。毎日、短い時間読書をしてみるのはどうでしょうか。まずは、書店
や図書館で興味を引く1冊を探してみましょう。

　星稜中学校・高等学校　事務室　大野勝敏

あとがき

誠実にして社会に役立つ人間の育成

・27日（金）

海外を、英
語を体験!

学園設置校
のグローバ

ル教育

19日（土）・21日（月）・22日（火）
24日（木）・25日（金）

2日（月）・4日（水）～6日（金）

2日（月）・4日（水）～6日（金）

18日（金）・19日（土）・21日（月）

25日（水）～27日（金）
30日（月）・12月1日（火）


